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本書記述内容の変更について

ブ ラ ン ソ ンは、 自社製品の改善を常に心掛け、 超音波プ ラ スチ ッ ク溶着、 超音波金属接合、 超音波洗
浄およびそれらの関連技術で リ ーデ ィ ングカ ンパニー と し ての地位を確保する よ う に努めています。
こ う し た改善箇所は、 開発後に徹底的なテス ト を通じ て製品に取り入れられます。
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1.1 安全要求事項および警告
本章には、 この取扱説明書および製品本体に使用されている さ まざまな安全上の注意に関する記号と
アイ コ ンについて説明し、 超音波溶着に関する安全情報の補足が記載されています。 また、 ブ ラ ン ソ
ンのサポー ト をご依頼される際の連絡方法についても説明し ます。

1.1.1 本取扱説明書に記載される記号

本書では、 製品を取り扱う上での注意を促すために以下の記号を使用し ます。     

1.1.2 ポラ リ ス IW システムに記載される記号

ブ ラ ン ソ ン製品には、 注意を必要とする事項や危険な事項を警告するためのい く つかのラベルが貼付
されています。 ポラ リ ス IW システムには、 以下の警告ラベルが貼付されています。

警告 起こ り う る危険性の掲示

危険を回避し なかった場合、 死亡または重傷を招 く こ とがあ り えます。

注意 起こ り う る危険性の掲示

危険を回避し なかった場合、 軽傷を招 く 場合があ り ます。

注記 起こ り う る危険な状態の掲示

この状況を回避し ないと、 システムまたは周辺機器が損傷する場合があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの種類、 その他の重要な情報、 役立つ情報が強調表示されています。

注記

本システムについては、 ブ ラ ン ソ ン修理担当者または訓練を受けた代表者のみが開き、 メ ンテナンスおよ

び修理を行う こ とが許されています。

ユニ ッ ト の許可されていない変更、 改変、 または開封を行った場合、 保証の対象外と な り ます。
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図 1.1 システムの背面に貼られている ラベル

表 1.1 システムの背面に貼られている ラベル

ラベル 説明

高電圧の危険

危険な内部電圧が死亡または重傷を引き起こす場合があ り

ます。 カバーを取り外す前にシステムの電源を切断し て く

だ さい。

関係者以外立入禁止

注意

不適切な条件での接続はユニ ッ ト のシ ョ ー ト や損傷を招 く

こ とがあ り ます。

コネク タ

コネク タ ラベル。

注意 

ポラ リ ス IW システムに貼られている工場の換気に関する ラ

ベル。
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図 1.2 システム情報ラベル

図 1.3 システム情報ラベル

表 1.2 システム情報ラベル

項目 説明 項目 説明

カテゴ リー 超音波溶着機 入力 3 重量

モデル IW – BT/AM – 20:1.25/2.5/4.0 ブ ラ ン ソ ンの

情報

入力 1 CYL 80 MM/63 MM EDP

入力 2 ス ト ローク ： 100MM DESC
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図 1.4 システムの前面に貼られている ラベル

表 1.3 アクチュエータの前面に貼られている ラベル

ラベル 説明

注意

• 高電圧の危険

• 騒音の危険

• 火傷の危険

保守作業を開始する前に電源を切断し て く だ さい。

耳と目の防護具を必ずご使用 く だ さい。

ツールには触れないこ と！

CAUTION
ATTENTION
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図 1.5 ベースに貼られている ラベル

表 1.4 ベースに貼られている ラベル

ラベル 説明

挟み込みの危険

可動パーツがあ り ます。 手指に重傷を負う こ とがあ り ます。

可動ホーンに手を入れないで く だ さい。

非常停止ボタ ン

緊急の場合は、 ボタ ンを押し てサイ クルを停止し て く だ さ

い。

火傷の危険

ツールには触れないこ と！
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1.2 一般的注意事項
IW システムの据付作業は、 必ず資格を有し た作業員が現地の基準および規制に従って行って く だ さい。

警告

IW システムの内部には高電圧を発生させる箇所があ り ます。 システムアセンブ リの作業を始

める前に、 以下を実施し て く だ さい。

• パワースイ ッ チの電源をオフにし ます ?

• 主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。

• そのまま 5 分以上の時間を置いてコ ンデンサを放電させます。

警告

感電などの事故を防止するために、 必ずシステムは正し く 接地された電源に接続し て く だ さい。

警告

本システムの内部には高電圧を発生させる箇所があ り ます。 本体のカバーを外し た状態での運転は絶対に

行わないで く だ さい。

警告

超音波ポラ リ ス IW システムアセンブ リは高電圧を発生させます。 コ モン ・ ポイ ン ト はシャシ ・ グラ ン ド

ではな く 、 サーキ ッ ト ・ レ フ ァ レンスに接続されています。 従って、 これらのポラ リ ス IW システムアセ

ンブ リ を点検する場合は、 非接地タ イプでバッ テ リ駆動式のマルチ メ ータ以外は使用し ないで く だ さい。

それ以外の測定機器を使用する と、 感電の危険性があ り ます。

注意

ホーンの下に手や体の一部を置かないで く だ さい。 ホーン駆動時の加圧力と超音波振動によ って負傷する

おそれがあ り ます。

注意

RF ケーブルまたはコ ンバータの接続が外れている状態のまま、 溶着システムを運転し ないで く だ さい。
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1.2.1 放出物について

ワークの処理中に作業者の健康に有害と なる さ まざまな種類の有毒ガス、 臭気を放出する材料がある
ため、 このよ う な材料を処理する場合は作業場所を正し く 換気し、放出物の環境中での濃度を 0.1 ppm
以下に保持する必要があ り ます。 このよ う な材料を処理する前に、 材料供給業者に推奨される防護対
策を確認し て く だ さい

1.2.2 システムの使用目的

ポラ リ ス IW のコ ンポーネン ト は超音波溶着システムの一部と し て使用するよ う設計されています。ま

た、 幅広い溶着や処理用途に使用できるよ う に設計されています。

ブ ラ ン ソ ンが指定し ていない方法で機器を使用する と、 機器の保護機能が損なわれる可能性があ り ま
す。

ブ ラ ン ソ ンでは、 お客様に機械を安全かつ効率よ く 使用し ていただけるよ う、 機械設計および製造に
は安全を最優先し ています。 機器の運転および修理は、 訓練を受けた人間のみが行っ て く だ さ い。 訓
練不足の作業者は、 機器を誤操作し た り安全指示を無視し た り する こ とがあ り、 怪我や機器の損傷に
つながるおそれがあ り ます。 すべての作業者および修理担当者は、 機器の運転および修理の際、 必ず
安全指示に従い、 注意を払って作業を行って く だ さい。

注意

フ ロ ン ト カバーが無い状態のまま、 溶着システムを運転し ないで く だ さい。

注意

大型ホーンを使用する場合、 ホーン と治具の間に指を挟まないよ う に注意し て く だ さい。

注意

超音波加工 ・ 処理工程時に発生する騒音の音響レベルと その周波数は、 a. 用途、 b. 組み立てる材料の寸

法、 形状、 材料組成、 c. 治具の形状および材質、 d. 溶着機の設定パラ メ ータ、

e. ツールの設計などの要因によ って異な り ます。

一部の被加工物は、 処理中に可聴周波数帯域で振動する場合があ り ます。 上記の要因の一部またはすべて

によ って、 加工 ・ 処理中に不快な騒音を発生させる可能性があ り ます。

このよ う な場合は、 作業者は適切な個人用保護具を着用し なければならないこ とがあ り ます。 米連邦規則

集 （29 CFR 1910.95 の 「職業上の騒音暴露をご参照 く だ さい。

注意

PVC などの材料を大量に処理する と、 作業者の健康が損なわれ、 機器が腐食または損傷するおそれがあ り

ます。 適度な換気と保護対策を実施し て く だ さい。
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1.2.3 作業場所のセ ッ ト ア ッ プ

超音波溶着機を安全に運転するための作業場所のセ ッ ト ア ッ プについては、 章 4: 据付およびセ ッ ト

ア ッ プを参照し て く だ さい。

1.2.4 法規の順守

本製品は、 北米および EU における電気保安要件および EMC （電磁両立性） 要件に適合し ています。
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1.3 適合宣言

図 1.6 適合宣言
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1.4 取付宣言書

図 1.7 取付宣言書



22 BU-4001363JA REV. 00

[ 意図的に白紙のページ ]
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ポラ リ ス IW システムは、 超音波ス タ ッ クアセンブ リ に運動、 力、 動力、 および冷却用空気を供給し

ます。 
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2.1 対象モデル
この取扱説明書は、 ブ ラ ン ソ ン ポラ リ ス IW システムについて説明し ています。 ポラ リ ス IW システム

は以下の構成でご用意し てお り ます。

• コ ラムサポー ト 、 コ ラム、 およびエルゴ ノ ミ クスベースに搭載されたアクチュエータ。 ベースス タ ン ド と も呼ばれます （図

2.1 を参照）。

• コ ラムサポー ト 、 コ ラム、 および取り付けハブに取付けられたアクチュエータ。 ス タ ン ド オンハブ と も呼ばれます （図 2.2
を参照）。

この取扱説明書では、 以下の設定について説明し ます。

図 2.1 ベース付きポラ リ スシステムの図

図 2.2 ハブ付きポラ リ スシステムの図
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2.2 このモデルの概要
ポラ リ ス IW システムは、 手動、 半自動、 および自動超音波溶着システムで使用するために設計され

た、 コ ンパク ト で高剛性なユニ ッ ト です。 このシステムは、 ス ター ト スイ ッ チ付きのコ ラムと ベース
に取り付けて、 手動システムまたはベンチ ト ッ プシステムと し て使用できます。 このシステムは、 直
立姿勢で操作するよ う に設計されています。 

ポラ リ ス IW は電源を内蔵し てお り、 追加の電源は必要あ り ません。

ポラ リ ス IW システムには、 完全内蔵型空気圧制御部と機械制御部が搭載されています。 

キャ レ ッ ジおよびスラ イ ド機構

ポラ リ ス IW アクチュエータのキャ レ ッ ジは複動式エアシ リ ンダによ って動作し ます。リ ニアボールベ

ア リ ングスラ イ ド に取り付けられています。 

空気圧システム

ポラ リ スモデルに搭載される空気圧システムは、 ア クチュ エータの板金筐体内に格納されてお り、 ソ
レ ノ イ ド バルブ、 エアシ リ ンダ、 および空気圧ゲージ付き圧力レギュ レータから構成されます。 フ ロ
ン ト ベゼルには、調整された空気圧を読み取るためのゲージがあ り ます。ホーンの下降速度はアクチュ
エータの前面ベゼル側のダウンスピー ド 制御によ っ て設定し ます。 なお、 ホーンの復帰速度は固定で
す。 

ダイナ ミ ッ ク ト リ ガおよびフ ォ ロースルー

超音波溶着のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 多 く の場合超音波エネルギが発振されている間、 被加工物を加
圧する力が必要にな り ます。 ア クチュ エータ には、 ホーン駆動用のエアシ リ ンダ と超音波ス タ ッ ク と
の間にロー ド セルダイナ ミ ッ ク ト リ ガー機構が搭載されています。 ロー ド セルダイナ ミ ッ ク ト リ ガー
機構はア クチュ エータが被加工物に加える加圧力を測定するデバイスで、 加圧力があらかじめ設定さ
れた値に達する と超音波発振を開始し ます。 ホーンが被加工物に接触し たまま加圧力を維持するよ う
に、 S ビームロー ド セルはダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー （加圧力追従） 動作を行います。 このシステ

ムによ り、 溶着品質を一定に保つこ とができます。

ダイナ ミ ッ ク ト リ ガ と、 ダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー工程の動作は次の通り です。 溶着サイ クルが開
始される と、 ソ レ ノ イ ド バルブから エアシ リ ンダの上部ポー ト へ調圧された圧縮エアを送り込み、 ダ
ウンスピー ド 制御部を介し てエアシ リ ンダの下部ポー ト から シ リ ンダ内のエアが排出されます。 これ
によ っ て、 ホーンが下降し て被加工物に接触し ます。 圧力が高まる と、 シ リ ンダーがスプ リ ングを圧
縮し、 カムが ト リ ガースイ ッ チの光ビームを遮断し ます。 ト リ ガスイ ッ チが閉じ る と、 電源に信号が
送られ、 溶着サイ クルが開始されます。 この時点でシステムは溶着サイ クルを固定し タ イ ミ ング計測
を開始し ますので、 ス ター ト ボタ ンから手を離し て もサイ クルプロセスが進行し ます。 溶着の進行に
伴い、 被加工物が変形を始める と、 スプ リ ング反応のダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー動作が加圧力を一
定に維持し、 超音波エネルギの伝達を効率的かつスムーズに行います。
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2.3 システムの機能
以下に、 ブ ラ ン ソ ン ・ ポラ リ ス IW 超音波溶着システムが持つ多 く の特徴について説明し ます。

• 1ms 単位の動作制御およびサンプ リ ング ・ レー ト ： 溶着工程の制御およびモニ タ リ ング ・ データのサンプ リ ングを 1 秒ご と

に 1000 回行います。

• 自動調整 ： 溶着システムの振動系が最大効率で動作する よ う に周波数調整を行います。

• 振幅設定：% を選択し た場合、振幅の範囲は 10 ～ 100% の間で選択可能と な り ます。レシピには 1 つの振幅設定があ り ます。 

• さ まざまな溶着モー ド における制限事項 ： 溶着モー ド で、 サスペク ト （品質が疑わしい） 範囲と リ ジ ェ ク ト （不良品質） 範

囲をそれぞれプ ラス ・ マイナスのリ ミ ッ ト 設定 （時間、 絶対距離、 崩壊距離） で規制する こ とができます ?

• ホーン ・ シーク ： ホーンシーク機能は、 ス タ ッ クの動作周波数を自動的に追跡し、 メ モ リ に保存し ます。 シークは、 振幅の

10% で 500 ミ リ秒間実行されます。 シーク中に過負荷状態が発生し なかった場合、 メ モ リ オフセ ッ ト は、 検出し た周波数か

らデジ タルチューニングの値を差し引いた値に設定されます。 シーク中に過負荷状態が発生し た場合は、 メ モ リ オフセ ッ ト

をゼロに設定し て く だ さい。 

• ホーンダウン ： 

ク ラ ンプオン ： この時ス タ ー ト ス イ ッ チを押し てホーンが下降し、 治具あるいは溶着パーツ と接触し て所定の加圧力が加

わった時点で、 スイ ッ チから手を離し て もホーンは下降姿勢を保持し ます。 開放するには、 「ホーンを原位置に戻す」 ボタ

ンを押し ます。

ク ラ ンプオフ ： この時ス ター ト スイ ッ チを押し ている間のみホーンは下降姿勢を保持し ます。 スイ ッ チから手を離すと ホー

ンは自動的に原位置に戻り ます。

• ホーンダウンの画面表示 ： ホーンダウンモー ド においてホーン下降を行う と、画面上にはシステム圧力、 ホーンの移動距離、

ホーンダウンスピー ド などが表示されます。 これらの情報は、 プロセス リ ミ ッ ト やカ ッ ト オフなどの機能設定を正し く 行う

ために利用できます。

• ホーンダウンモー ド ： システムの設定および調整に使用される手動手順。

• ホーンスキャ ン ： 動作周波数および制御パラ メ ータの選択を強化するためのスキャ ン。

• プレ ト リ ガ ： ユーザーは、 プレ ト リ ガ機能をオン / オフにするオプシ ョ ンがあ り ます。 プレ ト リ ガは、 ホームポジシ ョ ンか

ら開始し ます。 

• バース ト 後 ： アフ ターバース ト 機能をオン / オフにするオプシ ョ ン。 バース ト 後、 アフ ターバース ト の状態で超音波をオン

にし て、 ツールから固着し た部品を分離し ます。 システムは、 ユーザーが 「アフ ターバース ト 遅延」 を選択できる よ う にす

る必要があ り ます。 これは、 保持時間の終了から ア フ タ ーバース ト の開始までの時間遅延です。 システムは、 ユーザーが

「アフ ターバース ト 時間」 を選択できる よ う にする必要があ り ます。

• プロセスアラーム表示 ： 

P/S、 コ ンバーター、 およびその他のコ ンポーネン ト を保護し ます。 機器の故障やダウン タ イムを回避し、 最高の信頼性を

確保し ます。 

システムは、 位相偏差を検出し、 エラーが発生し た場合にアラームを発生させます。 

システムは、 過電圧を検出し、 エラーが発生し た場合にアラームを発生させます。 システムは、 過電流を検出し、 エラーが

発生し た場合にアラームを発生させます。システムは、過温度を検出し、エラーが発生し た場合にアラームを発生させます。 

システムは、 過負荷を検出し、 エラーが発生し た場合にアラームを発生させます。

システムは、 周波数帯域外を検出し、 エラーが発生し た場合にアラームを発生させます。

• 単位系選択機能 ： 溶着機を地域の単位に設定できます ?

• システム情報画面 ： ご使用の溶着システムに関する情報 （モデル、 機械名、 溶着回数、 出力、 ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンな

ど） を表示する画面です。 サービスおよびサポー ト のご用命でブ ラ ン ソ ンへ連絡される場合は、 この画面を参照し て情報を

ご提供 く だ さい。

• ト ゥルーパワー ： パワーは％で表示されます。

• ロー ド セル ： S ビームロー ド セルが測定し た加圧力がシステムに設定されている ト リ ガ加圧力に達する と、 超音波発振が開

始されます。

• エン コーダ ： HMI がホーンの移動距離を監視し、 距離機能を使用できる よ う にし ます。

• 溶着モー ド ： 時間、 アブ ソ リ ュー ト 、 コ ラ プス。 ポラ リ ス IW システムでは、 複数の溶着モー ドが用意されてお り、 おのお

ののアプ リ ケーシ ョ ンのニーズを満たす最適な溶着モー ド を選択する こ とができます。

• デジ タルキーパッ ドからの溶着条件設定値入力 ： 溶着条件のパラ メ ータ設定は、 パワーサプ ラ イ前面パネルのタ ッ チパネル

画面に表示される各パラ メ ータ設定メ ニュ を選択する とポ ッ プア ッ プ表示されるキーパッ ド によ り直接入力が可能です。 制

御部でも既存値を イ ン ク リ メ ン ト し て入力をサポー ト し ます。

• 表示言語 ： ソ フ ト ウ ェ アでサポー ト されている言語は、 英語、 フ ラ ンス語、 ド イ ツ語、 イ タ リ ア語、 スペイ ン語、 中国語

（簡体字）、 日本語、 および韓国語です。

• パスワー ド保護機能 ： 設定された溶着条件は不用意に変更されないよ う にパスワー ド で保護する こ とができます。 パスワー

ドは、 ユーザ側で任意に設定できます。

• ダウンスピー ド ： ス タ ッ クのダウンスピー ド を制御し ます。

• 圧力ゲージ ： 作業者でシステム圧力を監視する こ とができます。
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2.4 制御部およびイ ンジケータ
• ロー ド セル ： 溶着サイ クル中に被加工物に加わる加圧力を測定、 モニ タ リ ングし ます。 この測定値は、 溶着結果のデータの

ひとつと して表示される と共に、超音波発振の ト リ ガや溶着結果の加圧力- デ ィ ス タ ンス ・グラ フなどを作成する際のデータ

と して利用されます。

ポラ リ ス IW アクチュエータの前面パネルは、 下記の制御部および表示部を搭載し ています。

• 圧力ゲージ ： シ リ ンダーに供給される工場出荷時の空気圧の値を示し ます。 0 ～ 100psi および 0 ～ 700kPa の 2 段階の目盛

り付きです。

• 圧力レギュ レータ ： エアシ リ ンダに供給するエア圧力を調整し ます。 調整範囲は 35 ～ 700kPa （5 ～ 100PSI） です。 引 く

と セ ッ ト 、 押すと ロ ッ ク し ます。

• ダウンスピー ド制御 ： ダウンスピー ド ノ ブは、 溶着パーツに向かって下降する速度と力のかけ方を制御し ます。

• キャ レ ッ ジ ド ア ： ス タ ッ ク （コ ンバータ、 ブース タ、 ホーン） へアクセスする こ とができます。 キャ レ ッ ジ ド アは 4 本の六

角穴付ボル ト で固定されています。 キャ レ ッ ジ ド アの締付けには付属工具の M5 の T 型レンチを使用し ます。 

• メ カニカルス ト ッ プ ： ワークがセ ッ ト されていないと きにホーンが治具に接触し ないよ う に、 ス ト ローク長を制限し ます。

注記

メ カニカルス ト ッ プは、 ホーンの移動量制御による溶着を目的と した機構ではあ り ません。

注意

メ カニカルス ト ッ プ調整 ノ ブは無理に回し過ぎないで く だ さい。 破損の原因にな り ます。
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2.5 溶着システム

2.5.1 超音波プ ラスチ ッ ク溶着

熱可塑性プ ラ スチ ッ クパーツの超音波溶着は、 被加工物 （溶着されるパーツ） に機械的高周波振動と
加圧力を与える こ と によ り行われます。 この機械的高周波振動によ っ て被加工物の溶着部の表面およ
び分子間で摩擦を生じ させ、 溶着境界面に急激な温度上昇を もたら し ます。

プ ラスチ ッ クが溶融する温度まで上昇する と、被溶着物の溶着部境界面で材料の溶融が始ま り ます。振
動が停止する と、 プ ラスチ ッ クが加圧された状態で再硬化し、 溶着が完了し ます。

2.5.2 プ ラスチ ッ ク溶着システム

溶着システムは、 電気システム、 空気圧システム、 およびス タ ッ ク （コ ンバータ、 ブース タ、 ホーン
を連結し た振動系ユニ ッ ト ） で構成されています。 本システムは、 イ ンサー ト 、 ステーキング、 スポ ッ
ト 溶着、 スウ ェージング、デ ィ ベー ト などを含むさ まざまな超音波溶着加工を行う こ とができます。 ま
た、 溶着システムは自動運転、 半自動運転、 あるいは手動運転に対応できるよ う に設計されています。

2.5.3 IW システムに統合された電源

ポラ リ ス IW システムは、 一般的な 50/60Hz の電源電流を高周波の電気エネルギーに変換し ます。 ま

た、 すべての電子制御も備わっています。 これによ り、 作業者は溶着サイ クルおよび関連する溶着、 工
具、 部品処理システムを調整または再プログラムする こ とができます。

ポラ リ ス IW システムには、電気部品および制御回路を動作させるための DC P/S も搭載されています。

ポラ リ ス IW システムには、 アナログまたはデジ タル UPS のいずれかが組み込まれています。 アナロ

グサプ ラ イには、 工場出荷時のデフ ォル ト 設定であるプ リ セ ッ ト が 1 つ設定されています。

2.5.4 コ ンバータ

コ ンバータは超音波ス タ ッ クの一部と し てアクチュエータの内部に格納されます。ポラ リ ス IW システ

ムから供給される電気的超音波エネルギは、 コ ンバータ （振動子と呼ばれる こ と もある） へ送られま
す。コ ンバータは電気的超音波エネルギを同じ周波数の機械的超音波エネルギに変換し ます。コ ンバー
タの主要部はセラ ミ ッ ク圧電素子です。圧電素子に交流電圧を加える と、素子は伸縮を繰り返し て、90
％を超える効率で電気的超音波エネルギを機械的超音波エネルギに変換し ます。

2.5.5 ブース タ

超音波溶着の品質の良否は、ホーン先端で振動振幅が正し く 得られているかど うかに左右されます。振
幅はホーンの形状で制限され、 ホーンの形状は溶着される被加工物のサイズと形状によ っ てほとんど
決ま り ます。 ブース タはホーンから被加工物に加え られる超音波振動の振幅を増減させる機械的な変
換器と し て機能し ます。

ブース タは、 アル ミ ニウムまたはチ タ ンの共振半波セク シ ョ ンです。 ブース タは、 コ ンバータ と ホー
ン間に超音波ス タ ッ クの一部と し て取り付けます。 また、 ブース タはス タ ッ ク を固定するための支持
部と し ての役割も持っています。

ブース タは使用される コ ンバータ と同一の周波数で共振するよ う 設計されています。 ブース タは一般
的に軸方向振動の ノ ーダル ・ ポイ ン ト （最小振動点） を保持する形でア クチュ エータへ取り付けられ
ます。 これによ っ て超音波エネルギの損失を最小限に抑え、 振動がア クチュ エータへ伝わるのを防止
し ます。
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2.5.6 ホーン

ホーンは、 個々のアプ リ ケーシ ョ ンに応じ て選択あるいは設計されます。 ホーンはいずれも半波長共
振体と なるよ う 調整されてお り、 必要な加圧力と機械的超音波振動を被加工物に均一に加えます。 ま
た超音波振動を コ ンバータから被加工物に伝達し ます。 ホーンは超音波ス タ ッ クの一部と し てブース
タに取り付けられています。

ホーンはその形状によ り、 ステ ッ プ型、 コ ニカル型、 エキスポネンシ ャル型、 バー型、 カ テ ノ イダル
型などの種類があ り ます。 ホーン先端の振幅はホーンの形状によ り異な り ます . ホーンはアプ リ ケー

シ ョ ンの種類に応じ て、 チ タ ン合金、 アル ミ 、 鋼などで製作されます。 チ タ ン合金は強度に優れ、 エ
ネルギ損失が低いこ とからホーン材料と して最適です。 アル ミ ニウム製ホーンには通常、 磨耗を減ら
すためにク ロム メ ッ キ、 ニ ッ ケルメ ッ キ、 ハー ド コー ト を施し ます。 鋼製ホーンは、 超音波イ ンサー
ト など硬さ を必要とする低振幅のアプ リ ケーシ ョ ンに適し ています。

2.5.7 ロー ド セルダイナ ミ ッ ク ト リ ガ機構

ロー ド セルはア クチュ エータが被加工物に加える加圧力を測定するデバイスです。 加圧力測定データ
は溶着結果のパラ メ ータの一つ と し て記録されるほか、 モニ タ リ ング値があらかじめ設定された値に
達する と超音波発振を開始する ト リ ガ と し て も利用されます。 ダイナ ミ ッ ク ト リ ガ機構によ り被溶着
物に超音波エネルギが加え られる前に、 確実に所定の加圧力がかかっ ている こ とが保証されます。 こ
の調整可能な圧力作動式装置は、 エアシ リ ンダ と コ ンバーターの間にあり ます。

スプ リ ングによるダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルーは被溶着物の溶融による塑性変形に伴っ て、 ホーンが
被加工物に接触し たまま加圧力を維持するよ う にするための動作です。 これによ り、 材料の溶融によ
る塑性変形が進行し て も、 スプ リ ングが伸び、 ホーンは被加工物へ効率的に超音波エネルギを伝達で
きます。

2.5.8 エン コーダ

エン コーダはホーンの移動量を測定するデバイスです。 ポラ リ ス IW システムの設定に応じ て、 エン

コーダは以下を実行できます。

• アブ ソ リ ュー ト モー ド およびコ ラ プスモー ド におけるデ ィ ス タ ンス制御

• 不適切に設定された制御状態の検出

• 溶着中のホーン移動量のモニ タ リ ング
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2.6 用語集 
こ こではポラ リ ス IW システムで使用される主な用語を解説し ます。 

表 2.1 用語集

名前 説明

AB アンプ リ チュー ド アフ ターバース ト ステ ッ プ中のホーン先端での振幅。

バース ト 後
溶着工程終了後に実施される超音波発振工程。 ツールに張り付いた製品 （被加工物） を取

り外すために使用し ます。

AB 遅延 ホールド工程終了からアフ ターバース ト 開始までの遅れ時間。

AB 時間 アフ ターバース ト の持続時間。

アブ ソ リ ュー ト カ ッ

ト オフ

コ ン ト ロールリ ミ ッ ト 機能使用時において、 絶対距離が設定値に達する と超音波発振を終

了させる機能。

絶対距離 ホーンが （ULS が切れた時点） ホームポジシ ョ ンから移動し た距離。

アブ ソ リ ュー ト モー

ド

ホーンがホームポジシ ョ ンからユーザー定義の移動距離に達し たらサイ クルの超音波発振

区間を終了させる動作モー ド。

絶対位置 ULS （ア ッパーリ ミ ッ ト スイ ッ チ） が切れた時点から計測されたアクチュエータの位置。

特別採用
安全上または機能上の要件に違反し ていないため、 使用目的に適合し た品目と し て不適合

品に許可される処分。

アクチュエータ ク リ

ア出力

溶着機がアクチュエータの戻り ス ト ロークの安全位置に達する と送られるアクチュエータ

ク リ アの出力信号。

実際値
溶着サイ クル時に計測された値。 この対になるのがセ ッ ト ア ッ プ時に要求される初期設定

パラ メ ータ です。

アクチュエータ
コ ンバータ、 ブース タ、 ホーンアセンブ リ を高剛性で固定 ・ 統合し たユニ ッ ト は、 機械式

または空気圧式に昇降し、 ワークへ設定し た加圧力を与える こ とができます。

アラーム音 一般アラーム発生時に出力される信号音。

アラームログ
溶着機に発生し たアラームの記録。 アラームのコー ド番号の他に、 アラームの発生日時、

アラームが発生し た時のサイ クル番号が記録されます。

アンプ リ チュー ド A 超音波発振開始からステ ッ プポイ ン ト （切り替え タ イ ミ ング） に達する前までに適用され

るアンプ リ チュー ドの設定。

アンプ リ チュー ド B ステ ッ プポイ ン ト （切り替え タ イ ミ ング） から超音波発振終了までに適用されるアンプ リ

チュー ドの設定。

振幅制御 デジ タルまたは外部制御によ ってアンプ リ チュー ド を設定する機能。

アンプ リ チュー ド
発振中のホーン先端部の振動変位量で、 ピーク  to ピークの値で表し ます。 振動系が正常に

振動し得る最大振幅のパーセンテージで設定し ます。

振幅グラ フ
溶着サイ クル中の超音波発振の振幅 （最大振幅に対するパーセンテージ） の推移を、 時間

軸に対し てプロ ッ ト し たグラ フ。

振幅ステ ッ プ 溶着工程の超音波発振のアンプ リ チュー ド を切り替える機能。

権限チ ェ ッ ク 各権限レベルに対し て許可された機能と メ ニューを有効にし ます。

オー ト スケールグラ

フ

この機能を有効にする と表示グラ フの時間軸スケールは自動的に調整されます。 この機能

が無効の場合は、 時間軸スケールは事前に設定されたスケールで固定されます。

自動運転
プレ ト リ ガ機能において、 ホーンが下降し始めて ULS （ア ッパーリ ミ ッ ト スイ ッ チ） が切

れた時にプレ ト リ ガが連動する設定。
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自動化
作業者のログイ ンが不要な自動運転の場合に使用されます。 自動運転では、 溶着セ ッ ト

ア ッ プおよびシステム構成メ ニューは無効にな り ます。

ベーシ ッ ク / エキス

パー ト

エキスパー ト （デフ ォル ト ） では溶着機の全機能と メ ニューにアクセスできます。 ベー

シ ッ クでは、 溶着セ ッ ト ア ッ プおよびシステム構成でアクセスできる メ ニューは最小限に

制限されます。

バッ チセ ッ ト ア ッ プ 1 バッ チあた り溶着される被加工物の数量を設定し ます。

ブザー
電源のコ ン ト ロール部から発生する電子ブザー音。 超音波発振の ト リ ガに達し た時の通

知、 またはアラーム状態が発生し た時の警告と して作業者に音で知らせます。

ブース タ

超音波ス タ ッ クの構成部品と し て、 コ ンバータ とホーンの間に取り付けられる金属製の半

波長共振体。 一般に、 振動の入力側と出力側と で断面積が異な り ます。 コ ンバータから伝

達された振動のアンプ リ チュー ド を機械的に増減変換し ます。

アクチュエータ校正
アクチュエータ を校正し ます。 アクチュエータの校正を行う ためにユーザーを誘導する メ

ニュー。 距離の確認が行えます。

センサの校正 圧力および加圧力測定用デバイスの校正、 確認のための機能およびそのメ ニュー。

ク ラ ンプ力 ホーンがワークに加える加圧力。

コールド ス ター ト 設定を初期値に戻す状態。 注記 ： 使用には十分注意し て く だ さい。

コ ラ プス距離 超音波発振の開始からホーンが移動し た距離。

コ ラ プスモー ド
ホーンが ト リ ガポイ ン ト からユーザー定義の移動距離に達し たらサイ クルの超音波発振区

間を終了させるモー ド。

コ ンポーネン ト 確認
溶着の開始前に、 システム構成のシステムコ ンポーネン ト と溶着プ リ セ ッ ト のシステムコ

ンポーネン ト が一致する こ と を確認し ます。

コ ン ト ロールリ ミ ッ

ト
溶着工程の超音波発振を終了させ、 ホールド状態にする追加パラ メ ータ。

コ ンバータ
超音波レベルの高周波で電気的エネルギーを機械的振動に変換する装置。 溶着システムの

中心的なコ ンポーネン ト と してアクチュエータ内に取り付けられます。

カウン タ カテゴ リ ご とに集計されるサイ クル数の記録 （例 ： アラーム、 合格製品数など）。

サイ クル中断 溶着サイ クルを直ちに強制終了させる設定をするためのメ ニュ。

デジ タルフ ィ ルタ よ り有効なデータ を提供するために使用される平滑化法。

デジ タル周波数
ホーンの発振開始時に適用される特定の周波数。 工場出荷時にはデフ ォル ト 値 （推奨値）

が設定されています。

ダウンスピー ド アクチュエータのダウンス ト ローク時のホーン下降速度。 ユーザ側で設定可能。

ダウンスピー ド調整
ホーンの下降速度を測定し、 速度設定に微調整を加えるために実行するアクチュエータ テ

ス ト サイ クル。

エネルギーブレーキ

超音波を停止する前に電源が発振アンプ リ チュー ド を減少させるための時間を確保し ま

す。 この状態ではオーバーロー ドが発生し ても全て無視されます。 オーバーロー ドは、

ホールド状態になってから処理されます。

エネルギー補償

最小値に達し ている場合は常に、 設定された溶着時間の最大 50% 増まで溶着時間を延長

するか、 設定し た最大エネルギー値に達し ていれば、 予定されている （設定） 溶着時間に

達する前に停止し ます。

エネルギーモー ド
溶着モー ドのひとつ。 超音波発振が事前に設定された発振時間に達し たら発振を終了させ

る制御方法。

表 2.1 用語集

名前 説明
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イベン ト 履歴
溶着機の構成と セ ッ ト ア ッ プに行った変更の記録。 変更日時、 ユーザ ID および変更に関す

る コ メ ン ト の記録。 監査目的で使用し ます。

エグゼク テ ィ ブ

電源が許可する最高のアクセス権限レベル。 エグゼク テ ィ ブはすべてのシステム構成およ

び溶着セ ッ ト ア ッ プ機能へアクセスできます。 また、 エグゼク テ ィ ブ権限でのみユーザ ID
の設定の作成または変更を行う こ とができます。 ユーザ ID 表には、 複数のエグゼク テ ィ ブ

ユーザを登録する こ とができます。 ユーザ ID 表には、 少な く と も一人以上のエグゼク テ ィ

ブユーザを登録する必要があ り ます。

外部アンプ リ チュー

ド制御
外部からの信号でアンプ リ チュー ド制御を リ アルタ イムに行う機能。

外部周波数制御 外部からの信号で周波数制御を リ アルタ イムに行う機能。

External U/S Delay
（外部発振信号遅延）

この機能を有効にする と、 ス ター ト 信号が入力された溶着状態機械は、 30 秒以内に外部発

振 ト リ ガ遅延の入力を待ちます。 遅延時間が経過し ても ト リ ガ信号の入力がない場合はア

ラームが記録され、 その溶着サイ クルは中断されます。

追加冷却

この機能を有効にする と ULS （ア ッパーリ ミ ッ ト スイ ッ チ） が切れた時点から冷却エアの

供給が開始され、 溶着サイ クル中は冷却エアの供給が続きます。 この機能を無効にする と

冷却エアは超音波発振の開始時点から供給されます。

F Actual （周波数実測

値）
周波数実際値。 サイ クル中に測定される超音波ス タ ッ クの動作周波数。

F Memory （周波数メ

モ リ）

電源の メ モ リ に保存された周波数。 メ モ リ された周波数は超音波ス タ ッ クの動作周波数の

値と し て使用されます。

加圧力 溶着中の加圧力。 サイ クル中に被加工物に加えられる機械的な加圧力。

実際の加圧力 実際の加圧力。 溶着サイ クルの結果から確認された、 機械的加圧力の測定値。

加圧力グラ フ 溶着サイ クル中の加圧力の推移を時間軸に対し てプロ ッ ト し たグラ フ。

溶着力 / コ ラ プスグラ

フ

溶着サイ クル中のコ ラ プス ・ デ ィ ス タ ンスの推移と加圧力の推移を、 時間軸に対し て同時

にプロ ッ ト し たグラ フ。

周波数変化
周波数の変化。 （超音波発振開始時の周波数に対する超音波発振終了時の周波数の変化

量）。

終了周波数 溶着工程の超音波発振終了時点の周波数。

最大周波数 最大周波数。 溶着工程の超音波発振中に到達し た最も高い周波数。

最低周波数 最低周波数。 溶着工程の超音波発振中に到達し た最も低い周波数。

開始周波数 開始時の周波数。 溶着工程の超音波発振開始時の周波数。

周波数
超音波ス タ ッ クの動作周波数。 電源のメ モ リ に記録される周波数は、 溶着サイ クルでの超

音波発振終了時点に測定された周波数です。

周波数グラ フ 溶着サイ クル中の発振周波数の推移を時間軸に対し てプロ ッ ト し たグラ フ。

周波数オフセ ッ ト 電源に保存された超音波周波数に適用されるオフセ ッ ト 係数。

一般アラーム
溶着システムの異常、 または溶着サイ クル中のモニ タ リ ング値が設定された リ ミ ッ ト 値に

達し た場合に発生するアラームの総称。

グラウン ド デ ィ テ ク

ト モー ド

グラウン ド デ ィ テ ク ト モー ド、 ポラ リ ス IW システム電源の全モデルで使用できます。 グ

ラ ン ド デ ィ テ ク ト （ホーンが治具またはアンビルに接触し たこ と を示す信号） が検出され

た時点で超音波発振を終了させる制御方法。

グラウン ド デ ィ テ ク

ト カ ッ ト オフ

グラウン ド デ ィ テ ク ト のカ ッ ト オフ。 グラウン ド デ ィ テ ク ト 時点にホールド工程を含む溶

着プロセスを直ちに停止させます。

表 2.1 用語集

名前 説明
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ホールド加圧力 ホールド工程中ホーンが被加工物に加える加圧力。

ホールド圧力
ホールド工程中に適用される圧力。 初期設定では、 ホールド圧力は溶着圧力と同じ値に設

定されます。

ホールド時間 ホールド工程の持続時間。

ホーン ク ラ ンプ

この機能をオンにする と、 アラーム発生時にホーンは下降し たまま被加工物をホールド し

た状態で停止し ます。 スーパーバイザがこれを リ セ ッ ト し てパーツを取り外すこ とができ

ます。

ホーンダウン
超音波がロ ッ ク され、 ユーザーはセ ッ ト ア ッ プや位置調整を行う ためアクチュエータ を進

められるモー ド。

I/O コネク タ プ リ セ ッ ト 1 ～ 32 の外部呼出し機能が利用できます。

キー 特別な製品設定コー ド用に用意された機能です。

リ ニアエン コーダ アクチュエータに取り付けられた、 サイ クル中のホーン移動距離を測定するデバイス。

メ イ ン メ ニュー この溶着システムで利用できる機能のカテゴ リ リ ス ト を表示し た、 主要メ ニュ画面。

最大エネルギー

最大エネルギー。 アラームを発生させる こ と な く パーツを生産する最大ユーザー定義エネ

ルギー。 タ イムモー ド でエネルギー補償機能と と もに使用し、 この設定に達する と超音波

発信を終了し ます。

メ モ リ フル

メ モ リの容量がいっぱいになった場合、 メ モ リ内がク リ ア されるまで次回の溶着サイ クル

は許可されません。 「すぐにコ ピー」 キーを使用し て メ モ リ内容を外部デバイスへコ ピー

する と メ モ リ を ク リ アできます。 あるいは 「続行」 に設定する と、 メ モ リの内容が一番古

いものから自動的に上書き されます。

最小エネルギー

最小エネルギー。 アラームを発生させる こ と な く パーツを生産するための最小ユーザー定

義エネルギー。 この設定に達するまで、 あるいは設定された溶着時間の最大 50% 増まで

超音波発信を延長し ます。

マイナス リ ミ ッ ト
リ ミ ッ ト 設定方式のパラ メ ータ でユーザが下限値と し て定義する値。 サスペク ト リ ミ ッ

ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト 機能などで使用し ます。

ミ ッ シングパーツ

溶着開始の ト リ ガが入るアブ ソ リ ュー ト 位置を最小、 最大のリ ミ ッ ト 範囲で設定し ます。

パーツがないため、 アクチュエータ をホームポジシ ョ ンへ戻し、 サイ クルが中断し たこ と

を示すアラームを表示し ます。

作業者

権限レベルの一つで、 Technician （技術者） よ り下位に位置するレベルです。 作業者は溶

着サイ クルを実行するス ター ト スイ ッ チの操作、 およびシステム情報、 溶着履歴、 現在の

設定の表示画面にアクセスできます。 作業者は溶着セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー、 システム構成

メ ニュなどの設定を変更する メ ニュへはアクセスできません。

作業者権限

通常の溶着機操作基本レベルを超えて作業者に付与される特別なアクセス権。 この権限の

設定はグローバルで、 全作業者レベルユーザに適用されます。 ユーザ ID 表では作業者レベ

ルの複数ユーザを作成できます。

パワー / コ ラ プスグラ

フ

溶着サイ クル中の超音波出力 （定格最大出力に対するパーセンテージで表示） の推移と コ

ラ プス ・ デ ィ ス タ ンスの推移を、 時間軸に対し て同時にプロ ッ ト し たグラ フ。

パワー / 加圧力グラ フ
溶着サイ クル中の加圧力の推移と超音波出力 （定格最大出力に対するパーセンテージで表

示） の推移を、 時間軸に対し て同時にプロ ッ ト し たグラ フ。

パラ メ ータ範囲 各パラ メ ータの設定において、 数値を入力できる有効範囲。

パーツ ID スキャ ン

USB バーコー ド リーダや同種のデバイスで、 溶着開始の許可前にパーツ ID を読み取り記

録する必要があ り ます。 オンのと き溶着サイ クル後に、 別のパーツ ID を読み込むまでは、

溶着機はレデ ィ モー ドのままと な り ます。 これがオフのと きは、 溶着前にパーツ ID の読み

取り不要です。

パスワー ド復旧キッ

ト

略称 PRK。 権限チ ェ ッ ク機能を無効化させるために、 電源の背面コネク タに挿し込んで使

用する ド ングル。

表 2.1 用語集

名前 説明
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ピークパワー
溶着モー ドのひとつ。 超音波発振時の出力 （パワー、 定格最大出力に対するパーセンテー

ジで表示） が事前に設定された出力 （パワー） 値に達し たら発振を終了させる制御方法。

ピークパワーカ ッ ト

オフ
ピークパワーが一次制御モー ド ではないと き、 超音波を停止する出力値。

プ ラス リ ミ ッ ト
ユーザが上限値と し て定義する値。 コ ン ト ロールリ ミ ッ ト 、 サスペク ト リ ミ ッ ト 、 リ ジ ェ

ク ト リ ミ ッ ト 、 ミ ッ シングパーツ リ ミ ッ ト 参照。

空気圧プレ ッ プ

締め切り弁、 フ ィ ルタが取り付けられているパネルユニ ッ ト で、 通常はアクチュエータサ

ポー ト に内蔵されています。 アクチュエータ を直立で使用できない場合、 あるいはアク

チュエータの取付けにブ ラ ン ソ ン製アクチュエータサポー ト を使用し ない場合に、 溶着シ

ステムにはこのパネルの据付が必要と な り ます。

ポス ト ウ ェルド  シー

ク

周波数を メ モ リへ保存するために、 ホールド工程および / またはアフ ターバース ト 後。 こ

のステ ッ プでは超音波を低アンプ リ チュー ド レベル （5 %） で実行し、 周波数がメ モ リー

に保存されます。

パワーグラ フ
溶着サイ クル中の超音波出力 （定格最大出力に対するパーセンテージで表示） の推移を、

時間軸に対し てプロ ッ ト し たグラ フ。

プ リ セ ッ ト

特定のアプ リ ケーシ ョ ン用に設定された一連の溶着条件パラ メ ータ群。 ユーザ側で個別に

名前を付けてパワーサプ ラ イの内部メ モ リ に保存され、 必要に応じ て呼び出しが可能で

す。 溶着システムのアプ リ ケーシ ョ ン変更時に溶着条件のセ ッ ト ア ッ プが簡単に行えま

す。

プ リ セ ッ ト バーコー

ド ス ター ト

プ リ セ ッ ト バーコー ド ス ター ト の文字セ ッ ト は、 呼び出せるプ リ セ ッ ト を示し ます。 文字

の次の数字は、 どのプ リ セ ッ ト 番号かを示し ます。 例 ： 「バーコー ド ス ター ト プ リ セ ッ ト = 
P」 は、 バーコー ド リーダが 「P」 をバーコー ドの最初の文字と し て認識する場合、 バー

コー ドの 「P」 の後の番号に基づいてプ リ セ ッ ト を呼び出し ます。

プ リ セ ッ ト 名 ユーザ側で個別に定義するプ リ セ ッ ト の名前。

外部選択プ リ セ ッ ト
プ リ セ ッ ト は、 ユーザ I /O イ ン ターフ ェースの 5 つのユーザ入力を使用し て外部から選択

する こ とが可能です。

圧力リ ミ ッ ト 溶着圧力の最大 / 最小リ ミ ッ ト 値。

圧力ステ ッ プ
溶着工程の圧力を、 設定されたステ ッ プポイ ン ト （切り替え タ イ ミ ング） で二段階に切り

替える機能。 圧力 A は圧力 B 以下に設定し なければな り ません。

Pretrg @ D プレ ト リ ガ発振がオンになる距離。

プ リ ト リ ガアンプ リ

チュー ド
プレ ト リ ガ振幅。 プレ ト リ ガ発振時に使用するホーンの振幅。

プレ ト リ ガ ホーンがワーク （被加工物） と接触する前に超音波発振を開始させる機能。

Rapid Traverse/
RAPID TRAV （ラ

ピ ッ ド ト ラバース）

ス ト ローク中に制御するためダウンスピー ドが適用される前に、 アクチュエータがユー

ザーが定義ポイ ン ト まで高速移動できます。

レデ ィ ・ ポジシ ョ ン
溶着機がホームポジシ ョ ンに戻り、 開始信号を受け取り、 作動する準備ができている状

態。

プ リ セ ッ ト の呼び出

し
ユーザがセ ッ ト ア ッ プまたは変更のために メ モ リから プ リ セ ッ ト を呼び出すこ と。

リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト 違反サイ クルを不良品生産し たものと判定するユーザー定義可能な リ ミ ッ ト 。

リ セ ッ ト 要

リ ミ ッ を超える と、 リ セ ッ ト 操作を必要とする こ と を示すリ ミ ッ ト と併せて使用する状

態。 リ セ ッ ト 操作は電源前面にある 「Reset」 ボタ ンまたはユーザー I/O の外部リ セ ッ ト 信

号を使用し ます。

表 2.1 用語集
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実行画面
溶着状況、 アラーム、 サイ クルカウン タ、 その他の情報を表示する画面。 電源前面のタ ッ

チスク リーンからアクセスできます。

S ビーム式ロー ド セ

ル
正確な超音波発振の加圧力グラ フの加圧測定値を出力し ます。

スク ラ ブ タ イム
グラウン ド デ ィ テ ク ト モー ド において、 超音波発振を停止しサイ クル終了の前にグラ ン ド

状態の検知後経過し た時間。

シーク
振動系であるス タ ッ ク を低アンプ リ チュー ド （5％） で振動させ、 その共振周波数を検知、

記憶する動作またはその機能。

セ ッ ト ア ッ プ リ ミ ッ

ト
溶着プ リ セ ッ ト で変更可能なパラ メ ータの最小値および最大値。

ス タ ッ ク コ ンバータ、 ブース タ、 ホーン。

開始周波数 メ モ リ に保存されている周波数および溶着工程での超音波発振開始時の周波数。

Step @ Col (in) 設定 A から設定 B に移行する タ イ ミ ングと し て定義する コ ラ プス距離の設定。

Step @ E (J) 設定 A から設定 B に移行する タ イ ミ ングと し て定義するエネルギーの設定。

Step @ Ext Sig アンプ リ チュー ド あるいは圧力のステ ッ プ機能を使用する際に、 設定 A から設定 B に移行

する タ イ ミ ングと し て外部信号の入力を使用する こ とができます。

Step @ Pwr (%) 振幅 A が振幅 B に変わるユーザー定義可能な出力。

Step @ T (S) 設定 A から設定 B に移行する タ イ ミ ングと し て定義する時間の設定。

スーパーバイザ

権限レベルの一つで、 Executive （エグゼク テ ィ ブ） よ り下位に位置するレベルです。 スー

パーバイザはすべてのシステム構成および溶着セ ッ ト ア ッ プ機能へアクセスできます。

ユーザー ID 表に複数のスーパーバイザレベルのユーザーを登録する こ とができます。

サスペク ト リ ミ ッ ト
溶着サイ クルにおいて溶着結果が不合格の可能性がある （疑わしい） と判定されるユー

ザー定義可能な リ ミ ッ ト 。

SV イ ン ターロ ッ ク SV イ ン ターロ ッ ク信号が入力される と、 電源が補助ド アを閉じ ます。

システム コ ンポーネ

ン ト

システムのコ ンポーネン ト 。 このメ ニュでは、 電源、 アクチュエータ、 ス タ ッ クに個別の

名前を割り当てます。 割り当てられた名前はシステム構成および溶着プ リ セ ッ ト のデータ

の一部にな り ます。

技術者

権限レベルの一つでスーパーバイザよ り下位に位置するレベルです。 技術者は溶着セ ッ ト

ア ッ プの条件設定および保存、 ホーンダウンテス ト 、 診断メ ニュ機能の使用が可能です。

ただ し認証作業および認証済みプ リ セ ッ ト のロ ッ クまたはロ ッ ク解除の作業はできませ

ん。 また、 システム構成メ ニューにアクセスする こ と もできません。 ユーザ ID 表には複数

の技術者レベルのユーザを登録する こ とができます。

テス ト スケール
テス ト 発振を実行する際の、 電源前面パネルの出力バーグラ フ表示倍率の設定。 低出力の

ス タ ッ ク を使用する場合などで有効です。

タ イムモー ド 超音波発振が事前に設定された発振時間に達し たら発振を終了させる制御方法。

タ イムアウ ト
超音波発振が開始されても設定された主要制御パラ メ ータにモニ タ値が到達し ない場合

に、 時間切れと し て発振を停止するまでの時間設定。

ト リ ガ遅延
ト リ ガ遅延。 超音波発振開始および加圧力が溶着加圧力の設定に立ち上がり始めるまでの

遅れ時間。 ユーザ側で設定可能です。

ト リ ガ

設定された加圧力レベルに基づ く 超音波発振を開始する ト リ ガ加圧力。 設定された移動距

離で超音波発振が開始される ト リ ガデ ィ ス タ ンス。 ト リ ガデ ィ ス タ ンスが使用されている

場合は、 加圧力は考慮されません。

ト リ ガブザー ト リ ガが作動し たこ と を知らせるブザー音。

上昇端スイ ッ チ
(ULS) スイ ッ チが作動し ている と、 ホーンがホームポジシ ョ ンにある こ と を示し ます。

表 2.1 用語集
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UPS 電源の主要部である超音波発振モジュール。

すぐに USB コ ピー

この機能を使用する と、 電源から USB タ イプの外部 メ デ ィ アへ溶着履歴、 イベン ト 履歴、

現行の溶着セ ッ ト ア ッ プの一覧、 およびユーザ ID 表が PDF フ ァ イル形式でコ ピーされま

す。 なおこの機能のメ ニュキーは、 電源の USB コネク タに外部メ デ ィ アが接続されてい

る場合のみ表示されます。

USB データ ス ト リー

ム設定

溶着データ を リ アルタ イムで記録し、 USB タ イプの外部メ デ ィ アへグラ フデータ を取り込

みます。 取り込んだデータは、 PC 上でブ ラ ン ソ ン溶着履歴ユーテ ィ リ テ ィ プログラムを

使用し て閲覧する こ とができます。

ユーザー I/O ユーザー I/O はアクチュエータのカス タム入出力信号の設定に使用し ます。 このメ ニュー

を使用できるのは溶着機が溶着サイ クル以外のと きに限られます。

ユーザ ID セ ッ ト ア ッ

プ
電源へアクセスできるユーザの追加または編集ができます。

ユーザ定義リ ミ ッ ト

値

こ こ で ??? は下限値、 「＋」 は上限値を示し ます。

• -/+ S/R Energy: 溶着中に到達し たエネルギ値。

• –/+ Force: 溶着サイ クル中の超音波発振工程終了時の加圧力

• -/+ S/R Freq: 溶着中に到達し たピーク周波数

• -/+ S/R Power: 溶着中に到達し たピークパワーで、 パワーサプ ラ イの定格最大出力に対

するパーセン ト で表し た値

• -/+ S/R Abs D: ア ッパリ ミ ッ ト スイ ッ チ作動時点から溶着中に到達し たホーンの原位置

からのアブ ソ リ ュー ト 距離。

• -/+ S/R Col D: ト リ ガがオンになった時点から溶着工程終了時までに到達し たホーンの

コ ラ プス距離 （沈み込み量）

• -/+ S/R Trg D: ト リ ガが発生し た と きの距離

• -/+ S/R Time: 溶着サイ クル中の超音波発振時間

速度グラ フ
溶着サイ クル中のアクチュエータの動作速度の推移を、 時間軸に対し てプロ ッ ト し たグラ

フ。

設定表示

溶着セ ッ ト ア ッ プ メ ニューと同一で、 読み取り専用で メ イ ン メ ニューからアクセスできま

す。 溶着セ ッ ト ア ッ プ メ ニューがパスワー ド保護されている場合でも、 このメ ニュにはパ

スワー ド な し でアクセスできます。

溶着カウン ト 完了し た溶着サイ クルのカウン ト 数。

溶着エネルギーー 溶着サイ クル中に超音波振動と し て被加工物に加えるエネルギー。

溶着加圧力 溶着サイ クル中の超音波発振工程終了時点での加圧力。

溶着履歴 過去 100,000 サイ クル分の溶着結果データが要約データ形式で保存されます。

溶着履歴設定 このメ ニュでは、 溶着履歴画面に表示するパラ メ ータの種類を選択し ます。

溶着結果 最後の溶着サイ クル情報概要が表示されます。

ウ ェルド スケール 溶着中の出力バー LED スケール。

溶着時間 溶着工程で超音波が発振されている時間。

WWindows セ ッ ト

ア ッ プ
このメ ニュから Microsoft Windows 画面にアクセスできます。

フ ィ ールド に書込み 特定の溶着セ ッ ト ア ッ プおよびサイ クルに対し て任意の英数字を割り当てる機能。

X スケールグラ フ
オー ト スケール機能がオフの場合に、 このメ ニュで X スケール （時間軸の倍率） を指定す

る こ とができます。

表 2.1 用語集

名前 説明
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3.1 製品仕様

3.1.1 環境仕様

ポラ リ ス IW システムには以下の環境仕様が含まれています。

表 3.1 環境仕様

3.1.2 性能仕様

以下の表は、 ポラ リ ス IW システムの製品仕様の説明です。

3.1.2.1 ポラ リ ス IW システム

表 3.2 入力電流

注記

すべての仕様はの事前予告無 く 変更される こ とがあ り ます。

環境条件 許容範囲

運転時周囲温度

+5°C ～ +40°C

+41°F ～ +104°F

保管 / 輸送温度
-25°C ～ +55°C

-13°F ～ +131°F

運転高度

2000m

6561 ft

湿度 85% 以下 （結露なき こ と）

IP 等級 2X

周波数モ

デル
出力 公称 AC 入力 ヒ ューズ定格／定格電流

20kHz

1.25kW 200 ～ 240V @ 50/60Hz、 単相 200V / 最大 10A

2.5kW 200 ～ 240V @ 50/60Hz、 単相 200V / 最大 20A

4.0kW 200 ～ 240V @ 50/60Hz、 単相 200V / 最大 30A

注記

デューテ ィ 比が高い場合、 コ ンバータ を さ らに冷却する必要があ り ます。 
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3.1.2.2 性能要件

表 3.3 最大溶着加圧力、 ダイナ ミ ッ ク ト リ ガ加圧力、 ダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー

表 3.4 最高移動速度 （アプ リ ケーシ ョ ンに応じ て変動）

注記

システム平均出力は特定の連続最大に限定される必要があ り ます。

シ リ ンダーサイズ 0.7MPa での最大ク ラ ンプ力 ス ト ローク長

63mm 2250 N 100 mm

100 mm 3500 N 100 mm

下降速度／上昇 （復帰） 速度 0.6MPa で最大 150mm/ 秒
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3.2 外形寸法

3.2.1 標準アイテム

アクチュエータサポー ト

ア クチュ エータサポー ト は、 コ ラムに し っかり と固定されています。 このア クチュ エータサポー ト で
ア クチュ エータハウジングの高さ を治具上で調整する こ とができます。 高さは用途に応じ て、 または
メ ンテナンス作業を簡単に行う ために調整する こ とができます。

アクチュエータベース

表 3.5 ベースの制御部の説明

スラ イ ド機構

スラ イ ド機構は 8 セ ッ ト の予圧式、 常時潤滑式のベア リ ングを基本と し、 ホーンの正確で安定し たア

ラ イ メ ン ト 、 スムーズな直線運動、 および長期間の信頼性を実現し ます。

リ ミ ッ ト スイ ッ チ

光学式上昇端スイ ッ チ （ULS） は、 キャ レ ッ ジがス ト ロークの原位置 （ホーム） に戻り、 次の溶着サ

イ クルを開始する準備が整ったこ と を示す信号をポラ リ ス IW システムの制御回路に送り ます。

ポラ リ ス IW システムは、 アクチュエータからの信号を使用し て、 以下の例に示すよ う な各種制御機能

を実行し ます。

• 自動プレ ト リ ガ ： ポラ リ ス IW システムは、 ULS 信号またはエン コーダ距離信号を使用し て、 ホーンが部品に接触する前に

超音波発振を開始する こ とができます。プ リ ト リ ガは、使用するホーンが大型またはホーンの振動が立ち上がり難い場合や、

特殊なアプ リ ケーシ ョ ンで使用されます。

メ カニカルス ト ッ プ

メ カニカルス ト ッ プは、 ホーンの下降端位置を制限し ます。 装置の損傷を防止するため、 ホーンの下
降端は治具にワーク （被加工物） がセ ッ ト されていない状態でホーンが直接治具に接触し ないよ う な
位置に調整し ます。 ア クチュ エータ右側面には、 相対距離を示すスケールがあ り ます。 なお メ カニカ
ルス ト ッ プは、 ホーンの移動量制御による溶着を目的と した機構ではあ り ません。

名前 説明

Start Switches （ス ター ト スイ ッ チ）
両手押し式で、 アクチュエータ を介し てポラ リ ス IW システムの溶着サイ クル

を同時に開始し ます。

非常停止ボタ ン
押し た時点で （パワーサプ ラ イから） 溶着サイ クルを中断し、 ホーンは原位置

に復帰し ます。 ボタ ンの解除は時計回り にひねり ます。

ス ター ト ケーブル アクチュエータの START コネク タに接続し ます。

注意

運転中はメ カニカルス ト ッ プ調整ノ ブのロ ッ クナ ッ ト を緩めないで く だ さい。 メ カニカルス ト ッ プが損傷

する原因と な り ます。

注記

時計回り に回すと ス ト ロークが長 く な り、 反時計回り に回すと ス ト ロークが短 く な り ます。 約 1mm
（0.04 in） 増加し、 反時計回り で減少し ます。
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空気圧システム

空気圧システムは、 アクチュエータの板金筐体内に収納されています。 

空気圧システムは、 アクチュエータ と リ モー ト 空気圧ボ ッ クスの内部に格納されています。

このシステムの構成は以下のとお り です。

1 1 次ソ レ ノ イ ドバルブ

2 冷却ソ レ ノ イ ドバルブ

3 エアシ リ ンダ、

4 圧力レギュ レータ、

5 および空気圧ゲージ。

6 ダウンスピー ド流量制御バルブ

ホーンの下降速度 （ダウンスピー ド） は、 ア クチュ エータの前面にあるダウンスピー ド 制御 ノ ブで調
整し ます。 なお、 ホーンの上昇率は固定です。

ロー ド セル 

パーツ （または部品） に加わる加圧力を測定し、 超音波の発振を ト リ ガ し、 溶着パラ メ ータ を記録し
ます。 これによ り被溶着物に超音波エネルギが加え られる前に、 確実に所定の加圧力がかかっ ている
こ とが保証されます。

ダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルーは被溶着物の溶融による塑性変形に伴っ て、 ホーンが被加工物に接触し
たまま加圧力を維持するよ う にするための動作です。 これによ り、 材料の溶融による塑性変形が進行
し ても、 ホーンは被加工物へ効率的に超音波エネルギを伝達できます。

リ ニアエン コーダ

エン コーダは、 ホーンの移動量を測定するデバイスです。 ポラ リ ス IW システムの設定に応じ て、 エン

コーダは以下を実行できます。

• デ ィ ス タ ンス制御溶着

• 不適切に設定された制御状態の検出

• 溶着品質の監視
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3.2.2 Dimensional Drawings （寸法図面）

図 3.1 前側

図 3.2 背面
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図 3.3 左側

図 3.4 右側
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図 3.5 ベース
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4.1 据付について
本章は、新規で導入する Polaris IW システムの基本的な据付およびセ ッ ト ア ッ プの手順を説明し ます。

ポラ リ ス IW システムには国際基準に準拠し た安全ラベルが貼られています。システム据付の際の重要

事項は、 本書の各章の図を参照し て く だ さい。

注意

システムおよび関連する コ ンポーネン ト は重量品です。 取扱い、 開梱、 および据付けを行う場合には、 複

数で作業を行うか、 リ フ ト やホイス ト のよ う な懸吊装置が必要になる こ とがあ り ます。



BU-4001363JA REV. 00 47

4.2 取り扱いおよび開梱
輸送コ ンテナまたは製品に目視で確認でき る損傷の跡がある場合、 あるいはあ と で隠れた損傷を発見
し た場合には、 直ちに運送業者へ連絡し て く だ さい。 梱包材は保管し ておいて く だ さい。

1. 物品到着後、 直ちにポラ リ ス IW コ ンポーネン ト の箱を開梱し ます。 以下の手順を参照し て く だ さい。

2. 納品書と照合し、 ご注文の機器および部品が全て揃っている こ と を確認し ます。 コ ンポーネン ト によ っては別の箱に同梱さ

れている場合もあ り ます。

3. 制御部、 イ ンジケータ、 および本体表面に損傷がないか点検し ます。

4. 段ボール箱、 パレ ッ ト 、 木製スペーサブロ ッ クなど全ての梱包材は保管し て く だ さい。 点検や修理などで機器を返送する場

合は、 これらの梱包材を使用し て く だ さい。

4.2.1 システムの開梱

ス タ ン ド システムは重量物であ り、専用の輸送用保護コ ンテナ内に納められています。付属工具は、本
システムの箱に同梱されています。 注文の内容によ っ ては、 ブース タ、 コ ンバータ、 およびその他の
部品がこの輸送コ ンテナ内に同梱されている場合もあ り ます。

• ス タ ン ドは、 木製パレ ッ ト の上に乗せて出荷されています。

1. 輸送用コ ンテナを設置場所の近 く へ移動させ、 床の上へ置きます。

2. 箱の上部を開き ます。 イ ンサー ト ボ ッ ク スにコ ンバー タ、 ブース タ、 およびツールキ ッ ト が同梱されている場合は、 保護

ボ ッ クスの上面から イ ンサー ト を取り出し ます。

3. 保護ボ ッ クス下部と木製パレ ッ ト を止めているステープルを取り外し ます。 保護ボ ッ クスを持ち上げてパレ ッ ト から取り外

し ます。

4. ベースおよびパレ ッ ト を止めている 2 本の梱包用ス ト ラ ッ プを切り取り ます。 ベースがパレ ッ ト の上で滑らないよ う に保護

し ている 2 つの配送用木製ブロ ッ ク をベース背面の方向へ動かし ます。

5. この状態でス タ ン ド をパレ ッ ト から取り外し、 設置場所へ移動させる こ とができます。 ス タ ン ド にはホイス ト などを使用し

て吊り下げるための専用フ ッ クが取り付けられています。

6. アクチュエータが急に動き出すこ とのないよ う にし っかり と押さ え、 アクチュエータサポー ト の 2 つのク ラ ンプを慎重に緩

めてから、 少し だけアクチュエータ を持ち上げます。 ベース と アクチュエータサポー ト との間にある木製のブロ ッ ク を止め

ているテープを切り、 この木製ブロ ッ ク を取り外し ます。 ブロ ッ ク を外し たら再度アクチュエータサポー ト のク ラ ンプを締

め直し ます。

7. スツールキッ ト 、 イ ンサー ト ボ ッ ク、 コ ンバータ、 ブース タ などのス タ ン ド に付属し ている同梱されている物品を取り出し

ます。 梱包材は保管し ておいて く だ さい。

注意

リ ニアエン コーダ （アクチュエータの左側面にある） は、 衝撃に敏感です。 リ ニアエン コーダア ッ センブ

リ を手でつかんだ り、 衝撃を与えた り、 重いものを載せた り し ないで く だ さい。

注意

コ ラムと アクチュエータサポー ト は釣り合いばねによ って連結されてお り、 釣り合いばねには常に張力が

かかっています。 コ ラムはス タ ン ドから絶対に分解し ないで く だ さい。 また、 アクチュエータサポー ト の

ク ラ ンプを し っかり と固定し て く だ さい。 高さ を調整する場合には、 慎重にゆっ く り と アクチュエータサ

ポー ト のク ラ ンプを緩め、 不意に動き出し て負傷を負わないよ う にス タ ン ド を保持し ます。



48 BU-4001363JA REV. 00

4.3 据付け時の注意事項

4.3.1 設置場所

本システムはさ まざまな場所に据え付ける こ とができます。 ス タ ン ド （ベース使用） は、 ベースに取
り付けられたス ター ト スイ ッ チを使っ て手動で操作する こ とが多いため、 作業者が装置の正面に座っ
て、 あるいは立って作業できるよ う に安全かつ操作のしやすい高さ （約 762 ～ 1016mm） の作業台上

に据え付けます。 ス タ ン ド （ハブの上） は自動運転システムに使用される こ とが多いため、 手動また
は自動で積み下ろ しが行われる こ とがあ り ます。

ポラ リ ス IW システムは、溶着条件パラ メ ータの変更、 設定のために操作し易い場所に設置し なければ

ならないと と もに、 垂直に設置する必要があ り ます。 またポラ リ ス IW システムは、 背面の冷却フ ァ ン

から塵埃、 ごみ、 または異物を取り込まないよ う な場所に設置し て く だ さ い。 各コ ンポーネン ト の外
形寸法については次ページからの寸法図を参照し て く だ さ い。 なお、 寸法はすべて概略値で、 モデル
によ って異なる場合があ り ます。

4.3.2 環境仕様

表 4.1 環境仕様

4.3.3 入力電流およびヒ ューズ定格

ポラ リ ス IW システムを接地された単相 3 線式 50 または 60 Hz 電源に接続し ます。 

なおアクチュエータは、本体背面のグラ ン ド スク リ ューを使用し て、8 番ゲージまたは同等仕様のワイ

ヤでアース線に接続する必要があ り ます。

表 4.2 入力電流要件

* お客様が固定配線される必要があ り ます。

警告

ス タ ン ドが正し く 固定されていない状態で、 コ ラムの軸を中心と してス タ ン ド を動かすと転倒する場合が

あ り ます。 ス タ ン ド を据え付ける作業面は丈夫で装置重量を十分に支持でき、 据付け中またはセ ッ ト ア ッ

プ中にス タ ン ド を調整し た と きに転倒し ないよ う に、 し っかり と固定されている必要があ り ます。

環境仕様 許容範囲

湿度 85% 以下 （結露なき こ と）

運転高度 最高 2000 m (6560 ft)

運転時周囲温度 +5°C ～ +40°C （+41°F ～ +104°F）

保管 / 輸送温度
-25°C ～ +55°C (-13°F ～ +131°F)、

24 時間で最大 +70°C （+158°F）

周波数モデル 出力 電圧定格 コネク タ

20kHz モデルの

場合

1250W 

2500W 

4000W
200VAC~240VAC *
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4.3.4 圧縮エア要件

工場圧縮空気供給は、 調整後の最大圧力 100 PSI （690 kPa） で 「ク リーン （5 ミ ク ロン レベルまで）、

ド ラ イ、 潤滑油な し」 でなければな り ません。 用途に応じ て、 システムには 35 ～ 100 psi が必要です。

ス タ ン ド には吸気フ ィ ルタがあ り ます。 ア クチュ エータ （単体） では、 エア フ ィ ルタ をお客様に用意
し ていただ く 必要があ り ます。簡単に取り外せる接続金具をお勧めし ます。必要に応じ て送気管でロ ッ
クアウ ト 装置を使用し て く だ さい。

4.3.4.1 エアフ ィ ルタ

IW システムには、 5 ミ ク ロン以上の粒子状物質から保護するエアフ ィ ルターが搭載されています。 直

立姿勢 （垂直） 以外でス タ ン ド を取り付ける場合は、 エア フ ィ ルタの位置を付け替え、 ボウルが最も
低い位置になるよ う に配置し、 エア フ ィ ルタ を通るエアの流れが水平になるよ う にする必要があ り ま
す。 この場合、 お客様の工場で既存装置の再配管が必要と なる場合があ り ます。 エアフ ィ ルタは、 2 本

のネジ と ブ ラケ ッ ト でコ ラムサポー ト に保持され、 また工場側配管で固定されています。 

4.3.4.2 エア配管および継手

IW システムア ッ センブ リは、 工場から外部に配管せず、 吸気口で従来の 8mm OD 気送管を接続し て

く だ さ い。 ア クチュ エータ用の接続を行 う 場合、 または新し いエア フ ィ ルタ を設置するためのシステ
ムを再配管する場合、 100 psi を上回る評価の 6mm OD 送気管や空気圧配管適切な配管を使用する必

要があ り ます。

4.3.4.3 IW システムへのエア系統の接続

ポラ リ ス IW システムへの給気は、 プ ラスチ ッ ク製の気送管を使用し て、 アクチュエータの背面上部に

ある吸気口で行います。 アクチュエータ単体ア ッ センブ リ を使用し て据え付ける場合、 100 psig 以上

に対応し、5 ミ ク ロンよ り大きい粒子状物質を取り除 く エアフ ィ ルタ ア ッ センブ リ をご用意いただ く 必

要があ り ます。 

警告

総合空気圧縮機の潤滑油にシ リ コ ンまたは WD-40 が含まれる場合、 その種類の潤滑油の中に含まれる溶

剤によ って、 内部アクチュエータが損傷または故障し ます。
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4.4 据付け手順

4.4.1 ス タ ン ド システム （ベース付きアクチュエータ） の取付け

転倒や意図し ない動き を避けるため、 ベースは作業台にねじ で固定する必要があ り ます。 ベースの四
隅には 4 つの取付けね じ 穴があ り、

3/8 イ ンチまたは M10 丸頭ねじが適合し ます。 えぐれないよ う に、 金属ベースに対し て平ワ ッ シャ を

使用し ます。

1. 頭上に障害物がな く 、 挟まった り こすれた りするポイ ン ト がないこ と を確認し ます。 アクチュエータの全高は、 完全に上げ

る と コ ラムよ り高 く な り、 接続箇所がむき出しになる こ とに留意し て く だ さい。

2. 工場のエアをス タ ン ドのエアク イ ッ クデ ィ スコネク ト フ ィ ッ テ ィ ング （Φ8） に接続し て く だ さい。

3. ベース / ス ター ト スイ ッ チ制御ケーブルがアクチュエータの上部にし っかり と接続されている こ と を確認し ます。

4. リ ニアエン コーダコネク タがアクチュエータの上部にし っかり と接続されている こ と を確認し ます。

5. アース線が 8 番ゲージワイヤーを使って、 アクチュエータ背面のアース端子に接続されている こ と を確認し ます。

4.4.2 入力電源 （主電源）

本システムには単相交流電源が必要にな り ます。供給側電源にはポラ リ ス IW システムの電源ケーブル

を接続し ます。 

また、 パワーサプ ラ イ背面のモデルデータ ラベルを参照し、 システムの定格電源を確認し て く だ さい。

警告

本製品は高重量であるため、 据付や調整の際に手を挟んだ り怪我を し た りする可能性があ り ます。 可動部

品を掃除し、 指示がない限り留め具を緩めないで く だ さい。

注意

ス タ ン ドが垂直位置に設置されていない場合は、 エアフ ィ ルタ （コ ラムサポー ト 上） を取り外し、 向きを

変えて、 配管をやり直し て く だ さい。

そ う し ないと、 エアフ ィ ルタが故障し た り、 アクチュエータが故障し た りするおそれがあ り ます。

注意

アクチュエータが中心から外れた り コ ラムの周り を回転し た りする場合、 転倒や意図し ない動きを避ける

ため、 4 本のねじ を使用し て作業面にベースを固定する必要があ り ます。
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4.4.3 ス ター ト スイ ッ チの接続 
IW システムでは両手押しボタ ン式ス ター ト スイ ッ チおよび非常停止スイ ッ チの接続が必要です。 ベー

ス搭載型ス タ ン ド の場合、 これらのスイ ッ チ類があらかじめ用意されていますが （ベースに標準装備
され、 ベースからの専用ケーブルでアクチュエータに接続し ます）、 ハブ搭載型のス タ ン ド で使用する
場合は、 以下に示すよ う にお客様側で別途用意し ていただいたス ター ト スイ ッ チ／非常停止スイ ッ チ
を接続する必要があ り ます。

図 4.1 ス ター ト スイ ッ チ接続コー ド （ユニ ッ ト 全体）

ベース / ス ター ト スは、 アクチュエータの背面にある DB-15 のメ スコネク タ （固定はイ ンチねじ タ イ

プ） です。 ス ター ト ケーブル側には、 DB-15 のオスコネク タ （固定はイ ンチねじ タ イプ） が必要にな

り ます。 PB1 および PB2 は 1NC と 1NO のス ター ト スイ ッ チで、 溶着サイ クルを開始するためには同

時押し式と し て操作し なければな り ません。 PB1 および PB2 は 200ms 以内に両方がク ローズされな

ければな り ません。 これが行われないと、 機械が応答し な く な り ます。 

注記

漏れ電流が 0.1mA 以内であれば、 機械式ス ター ト スイ ッ チの代わり にソ リ ッ ド ステー ト デバイスを使用で

きます。

注記

ス ター ト スイ ッ チ PB1 および PB2 はそれぞれ 200ms 以内に閉じ なければならず、 またこれらのスイ ッ チ

のス ター ト 状態を有効にするためには溶着サイ クルが完了するまで閉じ た状態を維持する こ とが必要で

す。
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EMER STOP は非常停止スイ ッ チで、 通常閉接続が 2 つあ り ます。

4.4.4 ユーザー I/O イ ン ターフ ェ イス

ユーザー I/O は IW システム背面に備わっている、 自動運転の標準イ ン ターフ ェースです。 ユーザー I/
O イ ン ターフ ェースを使用し て、 自動化、 特殊制御またはレポー ト に関するニーズに合わせたお客様
独自のイ ン ターフ ェースを構築できます。 

イ ン ターフ ェースケーブルは、 パワーサプ ラ イの背面に用意されている CONN D-SUB HD HOUSING
RCPT 15POS コネク タへ接続し ます。 電気イ ン ターフ ェースには、 以下に示すよ う に、 4 つの同じ入
力回路と 4 つの同じ出力回路があ り ます。

図 4.2 入力

図 4.3 出力

注記

入力 / 出力機能の選択および使用に関する詳細は、 「ブ ラ ン ソ ンオー ト メ ーシ ョ ンガイ ド」 （EDP 100-214-
273） を参照し て く だ さい。
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図 4.4 ユーザー I/O ピン識別および信号情報

            注記 ：

           24V-DC 電源の最大出力容量は 500mA です。



54 BU-4001363JA REV. 00

4.4.5 入力電源プ ラグ

入力電源プ ラグを追加または変更する必要がある場合、 国際統一配線コー ド に準拠し た導体用カ ラー
コー ド （下記参照） を使用し て く だ さい。 入力電力コ ンセン ト に適し たプ ラグを追加し て く だ さい。

図 4.5 配線コー ド カ ラーコー ド

注意

ポラ リ ス IW システムを間違ったラ イ ン電圧に接続し た り、 配線接続を間違えた りする と、 パワーサプ ラ

イが完全に壊れて し ま う可能性があ り ます。 また、 配線間違いは安全上の問題にもな り ます。 正しいプ ラ

グまたはコネク タ を使用する と、 接続間違いを防ぐ こ とができます。
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4.5 ガー ド および安全装置

4.5.1 非常停止制御

ベースにある非常停止ボタ ンを押し て溶着サイ クルを停止させた場合、 ボタ ンを回し て リ セ ッ ト し ま
す。 （溶着システムは、 このボタ ンを リ セ ッ ト するまで動作し ません。 ） 次にパワーサプ ラ イのリ セ ッ
ト ボタ ンを押し ます。自動運転中は、 ユーザー I/O ボー ド に接続されている外部リ セ ッ ト を使用できま

す。

図 4.6 アクチュエータの非常停止ボタ ン

ユーザー I/O から非常停止信号を使用し ている場合は、システムが動作する前に非常停止状態を解除す

る必要があ り ます。

警告

ド アを取り外す前に、 非常停止を作動させる必要があ り ます。
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4.6 Acoustic Stack （超音波ス タ ッ ク）

4.6.1 ト ルク レンチキッ ト

溶着システムは、 ス タ ッ ク コ ンポーネン ト （コ ンバータ、 ブース タ、 ホーン） が正し く 組み立てられ、

かつ締め付けられている場合に最高の効率で機能し ます。

図 4.7 ト ルク レンチキッ ト

Benefits （利点）

• 必ず正しい ト ルクで締め付け、 誤った ト ルクによ る失敗を排除するよ う にし て く だ さい。

• 校正可能

• ス タ ッ クが正し く 組み立てられているため、 必要な メ ンテナンスを削減できます。

Torque Guidelines （ ト ルクガイ ド ラ イ ン）

本節の表はキッ ト に適用する ト ルクのガイ ド ラ イ ンを示し ます。 i

4.6.2 安全性

注意

以下の手順は、 必ず訓練を受けた作業者が行って く だ さい。 矩形または長方形のホーンは、 適切な部位を

軟質金属製 （真鍮またはアル ミ ニウム） の保護パッ ド などを取り付けたバイスで固定し ます。 コ ンバータ

のハウジング部、 またはブース タのク ラ ンプ リ ングを直接バイスに挟むと、 変形や破損の原因にな り ま

す。 指定箇所以外の部分で固定し た状態での組み立て、 分解作業は行わないで く だ さい。

注意

Mylar ワ ッ シャにシ リ コ ング リースを使用し ないで く だ さい。 各イ ン ターフ ェースに適切なサイズの

Mylar® ワ ッ シャ を一枚のみ使用し ます。
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4.6.3 Tool Kits and Miscellaneous （ツールキッ ト など）

4.6.3.1 ト ルク レンチキッ ト #1

20 kHz 超音波ス タ ッ ク （EDP 101-063-787） 用 ：

表 4.3 ト ルク レンチキッ ト #1

4.6.3.2 その他の部品

表 4.4 その他の部品

4.6.4 組み立て説明

4.6.4.1 20 kHz システムの組み立て説明

表 4.5 20 kHz システムの組み立て説明

交換部品 EDP

ト ルク レンチ 200-118-037

3/8 イ ンチアダプ タ 200-121-067

3/16 イ ンチ六角およびビ ッ ト ド ラ イバ 200-038-099

1/4” 六角およびビ ッ ト ド ラ イバ 200-038-098

アダプ タ、 20kHz 100-115-082

アダプ タ、 30 kHz 100-115-088

1 1/4 イ ンチ引掛けレンチ 200-121-071

品目 EDP

20kHz スパナレンチ 201-118-019

調整可能フ ェーススキャナ 201-118-027

シ リ コ ング リース 101-053-002

1/2 イ ンチキッ ト 用 Mylar ワ ッ シャ  150 CT 100-063-471

3/8” キッ ト 用 Mylar ワ ッ シャ  150 CT 100-063-472

手順 アクシ ョ ン

1 コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーンの各合わせ面の汚れ、 異物、 油分を除去し ます。 ねじ穴の中に異物な

どがある場合はこれをすべて取り除きます。

2
ス タ ッ ド ボル ト をブース タの上部に取り付けます。 締付 ト ルク 50.9 N∙m （450in ・ lbs） で締め込みます。 ス

タ ッ ド ボル ト が乾いている場合には、 必要に応じ て取付ける前に 1 ～ 2 滴の軽潤滑油を塗り ます。

3
ス タ ッ ド ボル ト をホーンの上部に取り付けます。 締付 ト ルク 50.9 N∙m （450in ・ lbs） で締め込みます。 ス

タ ッ ド ボル ト が乾いている場合には、 必要に応じ て取付ける前に 1 ～ 2 滴の軽潤滑油を塗り ます。

4
各イ ン ターフ ェースの間に Mylar ワ ッ シャ を一枚取り付けます。 （Mylar ワ ッ シャはス タ ッ ドのサイズに

合った適切な物を使用し て く だ さい。）

5 コ ンバータ をブース タへ取り付け、 ブース タ をホーンに取り付けます。

6 締付 ト ルク 24.9 N∙m （220in ・ lbs） で締め込みます。
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4.6.5 超音波ス タ ッ クの組み立て

図 4.8 超音波ス タ ッ クの組み立て

* バイスに固定された長方形のホーン と共に示されています。

表 4.6 超音波ス タ ッ クの組み立て

項目 説明 項目 説明 項目 説明

1 コ ンバータ 2 ブース タ ス タ ッ ド 3 ブース タ

4 スパナ 5 ワ ッ シャ 6 ホーンス タ ッ ド

7 ホーン 8 軟質金属製の保護パッ ド 9 バイス
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図 4.9 ス リーブアセンブ リ

表 4.7 ス リーブアセンブ リ

項目 説明

1 ス リーブアセンブ リ

2 リ ングナッ ト

N/A 調整可能フ ェーススキャナ （非表示）
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4.6.5.1 ユニバーサル 20 kHz ス タ ッ クバイス

20 kHz のユニバーサルス タ ッ クバイスを使用し て、 20 kHz ス タ ッ クの分離、 組み立て、 締め付けを行

います。 このバイスには三つの開口部 （11/2 イ ンチ、 15/8 イ ンチ、 および 2 イ ンチ） があ り、 概ねす

べてのホーン、 ブース タ、 コ ンバータに対応し ています。 ス タ ッ クバイスはアル ミ ニウム製であ り、 ア
ル ミ ニウム製およびチ タ ン製のホーン、 ブース タ、 コ ンバータの傷を防ぎます。 また、 ス タ ッ クバイ
スには作業台上面に永久的に設置するためのボル ト 穴があ り ますが、 卓上にク ラ ンプで固定する こ と
も可能です。 本ス タ ッ クバイスは ト ルクキッ ト に連動し て使用する ものです。

図 4.10 20 kHz ユニバーサルス タ ッ クバイス、 EDP 100-063-642
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4.6.5.2 Procedure to replace a stud from a horn or booster （ホーンまたはブース タのス タ ッ ド ボル ト を交

換する手順）

表 4.8 ス タ ン ドの取付け

4.6.6 Stack Assembly Torque （ス タ ッ クア ッ センブ リ ト ルク）

4.6.6.1 Stud for Horns （ホーン用ス タ ッ ド）

表 4.9 ト ルク値

表 4.10 ブース タ用ス タ ッ ド

* ス タ ッ ド にロ ッ ク タ イ ト  290 を少量塗布し、 規定 ト ルクで増し締めし、 そのまま 30 分間放置し て

ロ ッ ク タ イ ト を硬化させます。

手順 アクシ ョ ン

1 ホーンまたはブース タからス タ ッ ド ブル ト を取り外し ます。

2

アル ミ ニウム製のホーンまたはブース タに使用されていたス タ ッ ド ボル ト を再挿入する前に、 やすり または

ワイヤブ ラシを使用し て、 アル ミ ニウム製ビ ッ ド をス タ ッ ドのギザギザのある側から掃除し て く だ さい。 各

部のねじ穴も清潔な布またはタオルで掃除し ます。 チ タ ン製ホーンに使用されていたス タ ッ ド ボル ト を交換

し て く だ さい。 チ タ ン製ホーンに固定されていたス タ ッ ド ボル ト はギザギザのある側に向かって損傷を受け

ているため、 再使用される と し っかり固定する こ とができません。

チ タ ン製ホーンに使用されていたス タ ッ ド ボル ト は破棄し て新品を使用し て く だ さい。 新しいス タ ッ ド ボル

ト にグリースを塗布し ないで く だ さい。

3
ト ルク レンチを使用し、 4.6.6.1 Stud for Horns （ホーン用ス タ ッ ド） に規定の ト ルク仕様にてスタ ッ ド ボル

ト を締め付けて く だ さい。 規定の締め付け ト ルクに従わなかった場合、 ホーンまたはブース タのス タ ッ ド ボ

ル ト の緩み、 または破断の原因と な り、 原因不明の過負荷状態が発生する可能性があ り ます。

注記

ブ ラ ン ソ ン純正 ト ルク レンチまたはそれに相当する工具を使用する こ と をお勧めし ます。 20 および 30 
kHz システムの場合は EDP 　 101-063-787、 40 kHz システムの場合は 101-063-618 を使用し ます。

Stud Size （ス タ ッ

ドサイズ）
EDP ＃ 周波数

Horn Material （ホーン

材料）
（ ト ルク用）

3/8 イ ンチ -24 x 1
イ ンチ

100-098-120

20kHz

チ タ ン 33 N·m、 290 in·lbs

3/8 イ ンチ -24 x 1-
1/4 イ ンチ

100-098-121 アル ミ 、 鋼材 33 N·m、 290 in·lbs

1/2”-20 x 1-1/4” 100-098-370 チ タ ン、 鋼材 51 N·m、 450 in·lbs

1/2”-20 x 1-1/2” 100-098-123 アル ミ 51 N·m、 450 in·lbs

Stud （ス タ ッ ド） EDP ＃ 周波数 （ ト ルク用）

1/2”-20 x 1-1/2” 100-098-123 20kHz 51 N∙m, 450 in∙lbs
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4.6.6.2 チ ッ プのホーンへの取り付け

表 4.11 ス タ ン ドの取付け

図 4.11 チ ッ プのホーンへの取り付け

4.6.6.3 Tip to Horn Torque Specifications （チ ッ プからホーンの締付け ト ルク）

表 4.12 チ ッ プからホーンの締付け ト ルク

4.6.6.4 Stud Washers （ス タ ッ ド ワ ッ シャ）

表 4.13 ス タ ッ ド ワ ッ シャ  - 20kHz

手順 アクシ ョ ン

1 ホーンおよびチ ッ プの各当り面を掃除し ます。 ス タ ッ ド ボル ト およびねじ穴から異物を取り除きます。

2 手作業でチ ッ プをホーンに取り付けます。 組付けは何も付けないで行います。 シ リ コ ング リ スは使用し ない

で く だ さい。

3
スパナレンチ と ホーン用引掛けレンチ （以下図 4.11 チ ッ プのホーンへの取り付け参照） を使用し て、 表 4.12 
チ ッ プからホーンの締付け ト ルクの規定で締め付けます。

チ ッ プのねじサイズ （ ト ルク用）

1/4 イ ンチ -28 12 N∙m, 110 in·lbs

3/8”-24 20 N∙m, 180 in·lbs

説明 EDP （ ト ルク用）

3/8 イ ンチ -24 ～ 3/8 イ ンチ -24 109-116-1224 33 N·m、 290 in·lbs

3/8 イ ンチ -24 ～ 1/2 イ ンチ -20 109-116-1334 51 N·m、 450 in·lbs

1/2”-20 ～ 3/8”-24 109-116-1225 33 N·m、 290 in·lbs

1/2 イ ンチ -20 ～ 1/2 イ ンチ -20 109-116-1124 51 N·m、 450 in·lbs



BU-4001363JA REV. 00 63

表 4.14 ス タ ッ ド ワ ッ シャ - 40 kHz

表 4.15 ホーン用ス タ ッ ドの手順 *

* ス タ ッ ドの手順は試作品のみに適用可能であ り、 生産には適用できません。

4.6.6.5 Follow Up Notes （補足情報）

• 40kHz のシステムには Mylar ワ ッ シャは使用できません。

• 必ず、 ブース タ とホーンの表面間で Mylar ワ ッ シャ を使用し て く だ さい。 ス タ ッ ド ワ ッ シャ と ホーンの間で Mylar を使用し

ないで く だ さい。 ス タ ッ ド ワ ッ シャ と ブース タの間で Mylar ワ ッ シャ を使用し ないで く だ さい。

• 上記の ト ルク仕様は 15kHz の混合ホーンには適用できません。

説明 EDP （ ト ルク用）

M8 ～ M8 109-116-1215 8 N∙m, 70 in·lbs

M8 x 1.25 ～ 3/8 イ ンチ -24 109-116-1425 33 N·m、 290 in·lbs

Stud Booster Side/Horn Side （ス

タ ッ ド ブース タ / ホーン側）
EDP For Torque （ ト ルク用）

3/8 イ ンチ -24 ～ 1/2-20 イ ンチ 100-098-395 1/2 イ ンチ -20 のねじ山付チ タ ン

製ホーン
51 N∙m, 450 in∙lbs

3/8 イ ンチ -24 ～ 1/2-20 イ ンチ 100-098-394 1/2 イ ンチ -20 のねじ山付アル ミ

ニウム製ホーン
51 N∙m, 450 in∙lbs

1/2”-20 ～ 3/8”-24 100-098-249 3/8”-24 のねじ山付チ タ ン製ホー

ン
33 N∙m, 290 in∙lbs

1/2”-20 ～ 3/8”-24 100-098-363 3/8”-24 のねじ山付アル ミ ニウム

製ホーン
33 N∙m, 290 in∙lbs



64 BU-4001363JA REV. 00

4.7 装置設置後のテス ト
1. 溶着システムに電源および供給側エアを接続し ます。 エアがアクチュエータのエア回路系統に供給され、 アクチュエータ正

面のエア圧力イ ンジケータが点灯し ている こ と を確認し ます。

2. エア回路系統の接続部などに漏れのないこ と を確認し ます。

3. パワーサプ ラ イの電源スイ ッ チをオンにし ます。 ポラ リ ス IW システムは、 通常の自己診断と起動プロセスを行います。

4. ポラ リ ス IW システムに 「アクチュエータ再校正」 以外のアラームメ ッ セージが表示された場合は、 この取扱説明書章 7:
Maintenance （保守） に記載されているアラーム一覧の中から、 該当するアラームの内容、 原因、 および是正処置を確認し

ます。 ポラ リ ス IW システムに 「アクチュエータ再校正」 のアラームメ ッ セージが表示された場合、 またはポラ リ ス IW シ

ステムのデ ィ スプレ イに 「レデ ィ 」 と表示された場合は、 次のステ ッ プに進みます。

5. メ イ ン メ ニューボタ ンを押し、 次に 「校正」 ボタ ンを タ ッ チ し て、 アクチュエータの校正を行います。 ホーン表面からワー

ク ピースまでの最小すきま距離が 17.8mm （0.70 イ ンチ） よ り も大きいこ と を確認し ます。

6. 校正メ ニュの 「Act 校正」 キーを押し ます。

7. キーを押し た後に表示される画面上で 「w/ ス ター ト スイ ッ チ」 キーを押し ます （自動運転では 「手動オーバーラ イ ド」 を選

択し て く だ さい）。

8. ス ター ト スイ ッ チを押し て校正を実行し ます

9. テス ト ボタ ンを押し ます。

10. この時点でポラ リ ス IW システムにアラームメ ッ セージが表示された場合は、 ポラ リ ス IW システム取扱説明書章 7:
Maintenance （保守） の 「メ ンテナンス」 セク シ ョ ンでアラーム メ ッ セージの定義を確認し て く だ さい。 アラーム メ ッ セー

ジが表示されない場合には、 次のステ ッ プへ進みます。

11. 溶着テス ト 用のワーク を治具にセ ッ ト し ます。

12. メ イ ン メ ニューからホーンダウンを選択し、 タ ッ チ し ます。 アクチュエータのベース上の治具までホーンが下降し ます。 こ

れでエア回路系統が機能し ている こ と を確認できます。

13. 戻すボタ ンまたは下段の 4 つのボタ ンのいずれかを押し ます。 ホーンが原位置に戻り ます。 これでシステムが機能し ている

こ との確認が完了し ます。 続いて、 アプ リ ケーシ ョ ンに合わせた各種設定ができます。

上記を要約する と、 ポラ リ ス IW システムにアラームメ ッ セージが表示されず、 アクチュエータが正し

く 上下駆動を し て原位置に戻れば超音波溶着システムは運転の準備が整ったこ とにな り ます。



BU-4001363JA REV. 00 65

4.8 サポー ト が必要な場合
ブ ラ ン ソ ンは当社製品を選んでいただいたこ と に感謝する と と もに、 いつで もサポー ト を提供させて
いただきます。お手持ちのポラ リ ス IW システムの交換部品または技術サポー ト が必要な場合には、8.2
ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法に記載されている弊社のお客様担当者、 または最寄りのブ ラ ン ソ ン
営業所のカス タ マーサービスセン ターまでお問い合わせ く だ さい。
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[ 意図的に白紙のページ ]
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章 5: ポラ リ スアクチュエータの操作

5.1 アクチュエータ制御部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 68
5.2 アクチュエータの初期設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 69
5.3 IW システムの操作 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72
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5.1 アクチュエータ制御部
本章ではポラ リ ス IW アクチュエータ を使用し て溶着サイ クルを行う方法について説明し ます。各種条

件の設定および変更方法の詳細は、 「ポラ リ ス IW システム取扱説明書」 をご覧 く だ さい。

警告

アクチュエータの設定および運転を行う場合には、 以下の注意を守って く だ さい。

• ホーンの下に手を入れないで く だ さい。ホーン駆動時の加圧力と超音波振動によ って負傷するおそれが

あ り ます。

• 溶着サイ クル中、 被溶着物が可聴周波数帯域で振動する こ とがあ り ます。 この場合、 作業者は耳栓など

の保護器具を使用し て障害の危険性を防止し て く だ さい。振動中のホーンが、 ベースや治具の金属部分

に直接触れないよ う にし て く だ さい。

警告

大型ホーンを使用する場合、 ホーン と治具の間に指を挟まないよ う に注意し て く だ さい。 オプシ ョ ンの

ガー ド に関する詳細は、 弊社のお客様担当者へお問い合わせ く だ さい。

mailto:peicong.qi@emerson.com
http://www.emerson.com/branson-terms-conditions
http://www.emerson.com/branson-terms-conditions
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5.2 アクチュエータの初期設定
手動で制御する必要がある機能がい く つかあ り ます。

• 圧縮エア供給

• 空気圧の調整および空気圧ゲージ

• ダウンスピー ド制御

• メ カニカルス ト ッ プ

• アクチュエータの位置および高さの調整機構 （ホーンス ト ロークの調整）

• 非常停止 （ベース上に装備。 自動機の場合は、 ユーザー I/O 信号と通じ て制御されます。）

これらの機能は、 いずれもアクチュエータの動作に影響を与えます。

5.2.1 空気圧の調整および空気圧ゲージ

工場のエア供給源が接続される と、 ア クチュ エータ内のレギュ レータ に圧縮エアが供給されます。 レ
ギュ レータ ノ ブは、 空気圧の設定が誤って変更されるのを防ぐ、 プ ッ シュ ロ ッ ク式のノ ブです。

まず、 レギュ レーター ノ ブを反時計回り に回し て、 低圧設定に し ます。 圧力設定を低 く し てお く こ と
で、 正し く 接続されていない場合のホーンの不慮の動作を最小限に抑える こ とができます。 新規導入
時、 または未確認の装置のセ ッ ト ア ッ プを行 う 場合は、 通常、 圧力設定を約 138 ～ 172kPa （20 ～

25psi） で作業し ます。

5.2.2 圧縮エア供給

圧縮エア供給がオンにな っ てお り、 ア クチュ エータの圧縮エアレギュ レータ に空気圧が供給されてい
る必要があ り ます。 供給エアの圧力が低過ぎる （241kPa （35psi） 未満） 場合、 システムは信頼できる

溶着サイ クルや運転を実行できません。 供給される圧縮エアは、 コ ンバータの冷却エアにも使用され
ます。

特に高加圧が要求されるアプ リ ケーシ ョ ンを行 う 場合、 溶着結果に顕著な影響を受ける場合があ り ま
す。

注意

供給元のエアが遮断された り、 ダンプバルブが作動し た場合、 継続し たエア圧力によ り アクチュエータが

低い位置に留まる場合があ り ます。 この時、 手や指が挟まれないよ う に、 ホーンや駆動部周辺からは必ず

手を離し、 木製または軟質素材のブロ ッ クなどを利用し てホーンが不慮の動作を し ないよ う に固定し て く

だ さい。

注意

アクチュエータに供給される圧縮エアが、 システムの圧力設定の最大値 690kPa （100psi） を超える と、

システムに恒久的な損傷を与えた り、 作業者が負傷する可能性があ り ます。 アクチュエータ と供給側元エ

アの接続を脱着する前に、 圧力は最小値に設定し ておいて く だ さい。

注記

供給側圧縮エアは、 システムの最大要求仕様を上回っている必要があ り ます。 エア供給システムは、 接続

先のすべての機器に適切な圧縮エアを供給できるよ う に十分な容量を維持し なければな り ません。 連続的

にエアフ ローを使用するアプ リ ケーシ ョ ンなどでは、 場合によ ってはアキュムレータ を使用する必要があ

り ます。
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5.2.3 ダウンスピー ド制御

ダウンスピー ド 制御は、 ホーンの下降速度を調整し ます。 ダウンスピー ド は、 被加工物に加え られる
加圧力の立ち上がり に顕著な影響を及ぼすため、 結果的に製品の溶着品質にも影響が及びます。 ダウ
ンスピー ド制御が閉じ ている場合、 アクチュエータは伸びません。

5.2.4 アクチュエータの高さ調整 （ホーンス ト ローク調整）

ホーンキャ レ ッ ジ部はアクチュエータのリ ニアスラ イ ド機構に接続され、上下に駆動し ます。アクチュ
エータは、 コ ラムで上下に調整する こ と も できます。 治具と ホーン間の距離は、 ア クセスおよび被加
工物の取外しが簡単かつ迅速に行えるよ う にする必要があ り ます。

• 最小ス ト ロークは約 6mm （1/4”） 以上です。

• 最大ス ト ロークは約 95mm （3-3/4”） 以下で、 ホーンが被加工物に接触し、 ダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー機構が確実に作動

する距離に調整し て く だ さい。

安定し た溶着結果は、 ホーンス ト ロークが約 6mm （1/4”） 以上の時に得られます。 これは、 距離が短

い程システムの他のコ ンポーネン ト の影響を受け、 また溶着時に被加工物に加わる加圧力が適切に立
ち上がる こ とができるからです。

5.2.5 メ カニカルス ト ッ プ

メ カニカルス ト ッ プは、 ア クチュ エータが駆動するホーンの下降移動量を制限する機構で、 最大でア
クチュエータのフルス ト ローク長まで調整可能です。 メ カニカルス ト ッ プの位置調整は、アクチュエー
タ正面下部のス タ ッ クの右側にある調整用 ノ ブで行います。 また、 ア クチュ エータ右側側面にはメ カ
ニカルス ト ッ プの位置を示す、 目盛付き表示部があ り ます。

メ カニカルス ト ッ プは、 治具にワーク （被加工物） がセ ッ ト されていない状態でホーンが下降し た場
合などに、 ホーン と治具が直接接触する こ と を防止するための機構です。 メ カニカルス ト ッ プには精
密な位置調節能力があ り ませんので、 この機構を主体と し たコ ラ プス制御などの溶着距離制御は行わ
ないで く だ さい。 ホーンから治具までの重要な距離制御には、 「 ミ ッ シングパーツ」 機能も使用する こ
とができます。

初期設定時では、少な く と も 6mm 以上のホーンス ト ロークが確保できるよ う に メ カニカルス ト ッ プを

設定し、 ただ し、 メ カニカルス ト ッ プの調整位置は最大ホーンス ト ローク長まで設定する こ とができ
ます。

表 5.1 メ カニカルス ト ッ プの調整手順 ：

注記

初期設定では、 ダウンスピー ド制御を 5 から 15 の間の低速設定にし て く だ さい。 ダウンスピー ド制御 ノ

ブには、 必要に応じ て使用できる止めネジロ ッ ク機構が付いています。

手順 アクシ ョ ン

1 手動ダンプバルブを作動させ、 ホーンが治具の直上に来るまで手動でキャ レ ッ ジを下げます。

2

ホーンが治具まで到達せずに、 最大ス ト ローク長 （約 100mm （4in）） に満たない距離で メ カニカルス ト ッ

プによ り止まって し ま う場合は、 ロ ッ ク リ ングを完全に緩め、 希望する位置になるまで メ カニカルス ト ッ プ

の調整ノ ブを時計回り に回し ます。

ス ト ッ プ位置に達する前にホーンが希望する位置に達する場合は、 キャ リ ッ ジがメ カニカルス ト ッ プに接触

するまで調整ノ ブを反時計回り に回し ます。

3 ホーンの高さ を点検し、 必要に応じ て メ カニカルス ト ッ プ位置の調整を行います。

4 希望する設定が確保されたら、 ロ ッ ク リ ングを締め付けます。 運転中に振動などで メ カニカルス ト ッ プの位

置が変化し ないよ う に、 調整 ノ ブはロ ッ クナ ッ ト で必ず固定し て く だ さい。
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5.2.6 非常停止

非常停止は溶着サイ クルを直ちに中断し、 ホーンを原位置に戻し て、 ア クチュ エータが稼働し ないよ
う に抑制するユーザー側の制御です。 ただ し、 非常停止状態にな っ て も システムの電力はカ ッ ト オフ
されません。 非常停止が作動する と、 ビープ音が鳴るよ う にコ ン ト ロールを設定する こ とができます。
非常停止状態になる と、 ポラ リ ス IW システムはデ ィ スプレ イに非常停止である こ とのメ ッ セージを

デ ィ スプレ イに表示し ます。 非常停止ボタ ンを回し て、 システムを リ セ ッ ト する こ とができます。

5.2.7 溶着圧力

あらゆる溶着モー ド で手動制御によ り、 Mpa/PSI 圧力を設定する こ とができます。

5.2.8 ダウンスピー ド

速度制御するためのア クチュ エータの空気圧シ リ ンダーのエア流量を設定し ます。 設定は、 フ ロン ト
ベゼルのフ ローバルブを制御する こ と で行う こ とができます。

図 5.1 アクチュエータの前面

5 治具にワーク （被加工物） をセ ッ ト し、 空気圧を リ セ ッ ト し て、 テス ト 溶着を行います。

6 溶着時にホーン とワークに設定通りの加圧力が十分加わっている こ と を確認し ます。 加圧力が不十分な場合

はメ カニカルス ト ッ プを再調整し ます。

注記

ダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルーのため、 ス ト ロークの下端から上方約 6mm （1/4”） の範囲に入らないよ う に

し て く だ さい。
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5.3 IW システムの操作

ポラ リ ス IW アクチュエータ制御部に関する詳細は、 手順をご覧 く だ さい。

表 5.2 ポラ リ ス IW アクチュエータの操作

アプ リ ケーシ ョ ンがブ ラ ン ソ ンで分析された場合、 製品の溶着品質が検査に合格し ない場合は設定さ
れた溶着条件を再検討し、 品質データ と溶着結果データ に基づき、 必要に応じ て設定値の変更を行い
ます。 設定パラ メ ータは一度に複数を変更せず、 データ を確認し ながらパラ メ ータ をひとつずつ変更
し、 効率的で最良の溶着品質が得られるまで検証し ます。

手順 アクシ ョ ン

1
アプ リ ケーシ ョ ンがブ ラ ン ソ ン ・ アプ リ ケーシ ョ ンズで分析されている場合。

実験室では、 適切な設定についてブ ラ ン ソ ン ラボレポー ト を参照するか、 ポラ リ ス IW システムマニュアルを

ご確認 く だ さい。

2 ホーンが治具に接触し ないよ う に、 メ カニカルス ト ッ プを適切に調整し ます 

3

アクチュエータがベースに取り付けられている場合は、 非常停止ボタ ンが押されていないこ と を確認し て く だ

さい。

ブ ラ ン ソ ンベースを使用し ていない場合は、 非常停止信号源が非常停止モー ド になっていないこ と を確認し て

く だ さい。

4 ワーク （被加工物） を治具の所定の位置にセ ッ ト し、 両側のス ター ト スイ ッ チを同時に長押し し続けるか、 ス

ター ト 機構を作動させて く だ さい。

5 ホーンが下降し、 ワークに接触し ます。

6 ホーンがワーク を加圧し始め、 ロー ド セルが作動し ます。

7 超音波発振が開始されます。 電源の出力バーグラ フ。

8 設定された条件に応じ た溶着工程が終了する と、 超音波が停止し、 ホールド工程に移行し ます。

9 ホールド工程が終了する と、 ホーンは自動的に原位置に戻り、 治具から製品を取り出すこ とができます。

10 著機パラ メ ータ を使用し て複数の被加工物を溶着し、 希望する特性を確認し ます。
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6.1 工場出荷時ユーザーおよびパスワー ド設定
ポラ リ ス IW システム工場出荷時の権限チ ェ ッ クは 「無効」 になっています。 

ユーザーは、 製品の要件に応じ て 「フル」 に変更する こ とができます。

パスワー ド保護には 3 つのレベルがあ り ます。 作業者、 技術者、 管理者。

権限リ ス ト は付録 B: パスワー ド保護機能をご覧 く だ さい。

図 6.1 デフ ォル ト の権限チ ェ ッ ク

ユーザーが権限チ ェ ッ ク を 「フル」 に変更する と、 3 段階の権限機能が有効にな り ます。

作業者のデフ ォル ト ユーザーマーク、 パスワー ドは不要です。

ユーザーは 「管理者」 および 「技術者」 に変更できます。 デフ ォル ト のパスワー ドは 「000000」 です。

図 6.2 デフ ォル ト 画面

項目 権限チ ェ ッ ク 機能

1 無効化 3 段階の権限機能故障

2 フル 3 段階の権限機能の有効化

mailto:peicong.qi@emerson.com
mailto:peicong.qi@emerson.com
http://www.emerson.com/branson-terms-conditions
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図 6.3 スイ ッ チユーザー

ユーザーは、 管理ページからパスワー ド、 日付、 時刻を変更できます。 

システムはアラームご とに制御用の日付時刻ス タ ンプを提供し ます。

図 6.4 Change Password （パスワー ドの変更）

項目 説明

1 スイ ッ チユーザー

2 アラーム情報

項目 アクシ ョ ン

1 管理者パスワー ドの変更

2 技術者のパスワー ド変更

3 日付および時刻の設定
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注記

設定し たパスワー ド とユーザ ID を記録し て く だ さい。
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6.2 メ イ ン メ ニュー
ポラ リ ス IW システムは、 ASC ボー ド に組み込まれた VxWorks オペレーテ ィ ングシステムを採用し て

お り、 USB ポー ト から ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プデー ト が可能です。

HMI のデフ ォル ト のページ表示は、 生産セクシ ョ ンです。 

デフ ォル ト ページでは以下の選択を行う こ とができます。

図 6.5 メ イ ン メ ニュー

名前 説明

生産 溶着履歴やカーブなど、 溶着の状況を監視し ます。

レシピ レシピを追加、 編集、 削除し ます。

システム 構成 / 調整 / 管理 / サービスカウン ター / ユーザー I/O 情報。

診断 スキャ ン / テス ト / アクチュエータ セ ッ ト ア ッ プ。
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6.3 生産

6.3.1 デフ ォル ト 画面

デフ ォル ト 画面には、 サイ クルカウン ト が XX、 バッ チサイズが YYY と表示されます。 XX はこのバッ

チで発生し た溶着回数、 YYY はこのバッ チの溶着合計数を示し ています。

図 6.6 生産画面

名前 説明

ロー ドパーツ ロー ド されるパーツに対し て溶着の準備できたこ と を表示し ます。

サイ クル 実行開始時以来の合計サイ クル数

バッ チサイズ バッ チで必要と なる溶着回数。

アク テ ィ ブなレシピ 現在のアク テ ィ ブ生産レシピ。

溶着モー ド 現在の溶着モー ド ： タ イム / コ ラ プス距離 / アブ ソ リ ュー ト 距離。

合計サイ クル時間 各溶着サイ クルの合計時間。

ピークパワー 実際の溶着結果に応じ て表示する出力バーグラ フ。



BU-4001363JA REV. 00 79

6.3.2 デフ ォル ト 画面 （未保存）

レシピを作成または編集し た と きにレシピを保存し なかった場合、 画面に 「ア ク テ ィ ブなレシピ」 の
前に 「*」 の記号が表示されます。

図 6.7 生産画面 （未保存）

6.3.3 溶着結果

画面をスワイプ し て、 溶着履歴を表示し ます。 生産画面で溶着された最後の 10 件の溶着結果のみが表

示されます。 各溶着結果には、 カウン タ、 時間、 電力、 C 距離が表示されます。 

図 6.8 溶着結果履歴
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6.3.4 アラームログ

画面をスワイプ し て、 アラームログを表示し ます。最後の 3 件のアラームのみ表示されます。各アラー

ムには、 エラーコー ド、 説明、 および時刻が表示されます。 

図 6.9 アラームログ

6.3.5 溶着カーブ

画面をスワイプ し て、 画面にパワーカーブデ ィ スプレ イ を表示し ます。

最新の溶着サイ クルのパワーカーブのみを表示し ます。

カーブは、 各溶着が完了するご とに更新されます。

図 6.10 溶着結果カーブ
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6.3.6 溶着カーブ （未保存）

レシピを作成または編集し た と きにレシピを保存し なかった場合、 画面に 「ア ク テ ィ ブなレシピ」 の
前に 「*」 の記号が表示されます。

図 6.11 溶着結果カーブ （未保存）
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6.4 Recipes （レシピ）

ポラ リ ス IW システムを特定のアプ リ ケーシ ョ ンで溶着するためにセ ッ ト ア ッ プ し、設定をレシピに保

存する こ とができます。 レシピ画面には、 レシピ ラ イブ ラ リ と レシピ編集ページの 2 種類のページが

あ り ます。

6.4.1 レシピ ラ イブ ラ リ

ラ イブ ラ リ ページは、デバイスに保存されているすべてのレシピを表示するために使用され、このペー
ジでい く つかの設定を行う こ とができます。

図 6.12 レシピ ラ イブ ラ リ

名前 説明

New Recipe （新しいレシ

ピ）
新しいレシピを作成し ます。

レシピの削除 既存のレシピを削除し ます。

レシピのコ ピー レシピを コ ピーし て編集ページに移動し ます。

レシピ編集 ご要望に応じ てレシピを編集し て く だ さい。

サイ クルカウン ト を リ セ ッ

ト し ます
サイ クルカウン ト を ク リーン し ます。

アク テ ィ ブに設定 選択し たレシピをアク テ ィ ブレシピ と し て設定し ます。

バッ チ設定 ご要望に応じ てバッ チを設定し て く だ さい。
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6.4.1.1 New Recipe （新しいレシピ）

[ 新規 ] ボタ ン①を ク リ ッ クする と、 HMI は新しいレシピの編集ページに移動し、 このレシピがアク

テ ィ ブなレシピ と し て設定されます。

6.4.1.2 レシピの削除

このボタ ンを ク リ ッ ク し てレシピを削除し ます。

図 6.13 レシピの削除アクシ ョ ン

6.4.1.3 レシピのコ ピー

コ ピーボタ ンを ク リ ッ クする と、HMI はこのレシピのパラ メ ータ を使用し て新しいレシピを作成し、新

し いレシピの編集ページに移動し ます。 同時に、 新し いレシピがア ク テ ィ ブなレシピ と し て設定され
ます。 レシピを コ ピーする場合、 コ ピー先のレシピのサイ クルカウン ト は 0 に設定し て く だ さい。

図 6.14 レシピのコ ピーアクシ ョ ン
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6.4.1.4 レシピ編集

このボタ ンを ク リ ッ クする と、 HMI はこのレシピの編集ページに移動し ます。 同時に、 このレシピが

アク テ ィ ブなレシピ と し て設定されます。

図 6.15 アク テ ィ ブレシピの編集

6.4.1.5 サイ クルカウン ト を リ セ ッ ト し ます

このボタ ンを ク リ ッ ク し て、 このレシピのサイ クルカウン ト を ク リ ア し ます。

6.4.1.6 アク テ ィ ブに設定

「アク テ ィ ブに設定」 ボタ ンを ク リ ッ クする と、このレシピがアク テ ィ ブなレシピ と し て設定されます。

6.4.1.7 バッ チ設定

バッ チ設定の切り替え とバッ チカウン ト の値は、 レシピの内部パラ メ ータ と し て使用されます。 各レ
シピには、独自のスイ ッ チ と値があ り ます。バッ チ設定ページでスイ ッ チの状況と値を変更する と、変
更はすぐに有効にな り ます。 バッ チ設定ページでスイ ッ チの状況と値を変更し て く だ さ い。 保存時間
は、 レシピが保存されているかど う かに関係し ます。 レシピに保存されていないパラ メ ータ （アス タ
リ ス ク付き） がある場合、 バッ チの修正内容は メ モ リ に保存されます。 レシピのパラ メ ータが保存さ
れている場合 （アス タ リ スクな し）、 バッ チの修正内容は EE に保存されます。 バッ チカウン ト の上限

は 100000 です。 バッ チ設定が 0 に設定されている場合、 バッ チサイズの検証は実行されません。 バッ

チサイズの設定値に達する と、 HMI にアラームプロンプ ト が表示されます。

図 6.16 バッ チ設定
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6.4.2 未保存のラ イブ ラ リ

編集後に現在のレシピを保存し忘れた場合、 記号 「*」 が表示されます。

図 6.17 未保存のレシピ

保存し ていないレシピの変更を破棄する場合は、 「完了」 を ク リ ッ ク し て く だ さい。

図 6.18 レシピの変更を破棄
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6.4.3 溶着ﾓｰﾄﾞ 
レシピセ ッ ト ア ッ プ メ ニューは、 使用可能なすべてのモー ド での正常な運転を確保するために必要な
全パラ メ ータの選択および設定を可能に し ます。 レシピのセ ッ ト ア ッ プでは以下のパラ メ ータ を使用
する こ とができます。

図 6.19 溶着モー ド

以下の表は各モー ドの説明です。

モー ド 説明

時間

タ イムモー ド を使用し て、 パーツに超音波エネルギーを適用する所要時間 （秒） を選択する

際に使用し ます。 このタ イムモー ド内で、 ホールド タ イム （秒）、 サスペク ト 、 リ ジ ェ ク ト

リ ミ ッ ト など さ まざまなパラ メ ータ を選択する こ と もできます。

絶対距離

絶対距離モー ドは、 超音波エネルギーが停止される前にホーンが移動する距離 （イ ンチまた

は ミ リ メ ー ト ル） を選択するために使用し ます。 このアブ ソ リ ュー ト モー ド内で、 ホールド

タ イム （秒）、 サスペク ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト など さ まざまなパラ メ ータ を選択する こ と

もできます。

コ ラ プス距離

コ ラ プス距離モー ドは、 超音波エネルギーが停止される前にパーツがコ ラ プス される距離

（イ ンチまたは ミ リ メ ー ト ル） を選択するために使用し ます。 この距離パラ メ ータは、 コ ラ

プスモー ド でサスペク ト およびリ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト を確立する際に設定する こ とができま

す。 コ ラ プスモー ド での ト ータルコ ラ プス リ ミ ッ ト は、 ホールド終了時に到達する値です。

このコ ラ プスモー ド内で、 ホールド タ イム （秒）、 サスペク ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト など さ

まざまなパラ メ ータ を選択する こ と もできます。
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6.4.4 溶着モー ドパラ メ ータ

溶着モー ド を選択し た後、 溶着モー ド に応じ て関連するパラ メ ータ を編集できます。

図 6.20 タ イムモー ド でのク イ ッ ク編集

パラ メ ータ 説明

溶着時間

パーツに超音波エネルギーを適用する所要時間 （秒） を設定し ます。

注記

使用可能な唯一のタ イムモー ド です。

絶対距離

超音波を停止する前にホーンがホームポジシ ョ ンから移動する垂直距離 （ ミ リ メ ー ト

ル） を設定し ます。

注記

使用可能な唯一の絶対距離モー ド です。

コ ラ プス距離

超音波を停止する前にパーツがコ ラ プスする垂直距離 （ ミ リ メ ー ト ル） を設定し ます。

注記

使用可能な唯一のコ ラ プス距離モー ド。

溶着アンプ リ チュー ド

あらゆる溶着モー ド で適用する超音波エネルギーのアンプ リ チュー ド を設定する こ とが

できます。 デフ ォル ト 設定では、 最大アンプ リ チュー ドの 100 % の値が使用されます。

使用可能な最大値以下にアンプ リ チュー ド を変更し た場合、 またはアンプ リ チュー ド を

一定のレベルに設定し、 異なるレベルで終了する場合、 ツールで変更を行う こ と な く 、

溶着プロセス全体で 「微調整」 を行う こ とができます。

ト リ ガ加圧力

超音波を ト リ ガするための ト リ ガ加圧力の数値 （ニュー ト ン） を設定し ます。

パーツに与えられる圧力が設定し た値と同じ である場合は、 超音波エネルギーが適用さ

れます。

ホールド時間
ホールド ステ ッ プ （超音波エネルギーはパーツに適用されず、 加圧力が保持されている

ステ ッ プ） の時間 （秒） を設定し ます。
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6.4.5 溶着プロセス 

6.4.5.1 プレ ト リ ガ

ホーンがパーツに接触する前に、超音波エネルギーの適用を開始するかを選択する こ とができます。オ
ンを選択し た場合、 プレ ト リ ガ超音波を開始する距離および使用する振幅を設定する こ とができます。
自動プレ ト リ ガを使用し ている と き、 ホーンがホームポジシ ョ ンから離れる と、 超音波エネルギーが
開始されます。

図 6.21 プレ ト リ ガ

6.4.5.2 バース ト 後

溶着が終了し た後に、 超音波エネルギーのバース ト を行うかを選択する こ とができます。 この機能は、
パーツをス タ ッ クからホーンへ取り除 く 際に便利です。 オンを選択し た場合、 アフ ターバース ト （秒）
の遅延および長さ、 使用する振幅を設定する こ とができます。

表 6.1 パラ メ ータ

機能 説明

バース ト 後 アフ ターバース ト ボタ ンでオン / オフ機能を切り替えます。

アフ ターバース ト 遅延 溶着終了からアフ ターバース ト 開始までの遅れ時間。

アフ ターバース ト 時間 アフ ターバース ト の持続時間。
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6.4.6 リ ミ ッ ト

この画面は、 時間、 絶対距離、 およびコ ラ プス距離の制限を設定するために使用し ます。 画面上の ト
グルをオンにする と、 ト グルの左右両側に 2 つの値が表示されます。 左側が下限、 右側が上限です。 制

限値は、 画面上で ク リ ッ ク し て編集する こ とができます。 値を ク リ ッ クする と、 キーボー ド がポ ッ プ
ア ッ プ表示され、 ユーザーはそのキーボー ド で値を入力できます。 溶着結果が制限値よ り少ないか多
い場合、 画面にアラームメ ッ セージが表示されます。 制限機能はカ ッ ト オフ機能とは異な り ますので、
溶着結果が上限に達し ても、 溶着プロセスは中断されません。

図 6.22 リ ミ ッ ト  - セ ッ ト ア ッ プ

機能 説明

時間
ボタ ンを押し てオン / オフ機能を切り替えます。

テキス ト ボ ッ クスの時刻を変更し ます。

絶対距離
ボタ ンを押し てオン / オフ機能を切り替えます。

テキス ト ボ ッ クスの距離を変更し ます。

コ ラ プス距離
ボタ ンを押し てオン / オフ機能を切り替えます。

テキス ト ボ ッ クスの距離を変更し ます。
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6.4.7 ス タ ッ ク （ラ ンプ）

これは、 ホーンの振幅が 0 から 100% まで上昇する速度を制御し ます。 ラ ンプ時間を長 く する と大型

のホーンやゲイ ンが高いス タ ッ クのと きは便利です。

ラ ンプ時間は 10 ミ リ秒から 105 ミ リ秒の範囲と し ます。

図 6.23 ラ ンプセ ッ ト ア ッ プ

6.4.8 レシピ設定の確認

システムのデバッ グを容易にするため、 溶着履歴およびパワーカーブに応じ てパラ メ ータ を編集する
こ とができます。

図 6.24 Weld History （溶着履歴）

図 6.25 パワーカーブ



BU-4001363JA REV. 00 91

6.5 システム
システム構成では以下のパラ メ ータ を使用する こ とができます。

システム画面には 6 枚のカー ドがあ り、 各カー ド を ク リ ッ クする と、 対応するシステム設定ページに

移動し ます。

システム構成では以下のパラ メ ータ を使用する こ とができます。

図 6.26 システム

名前 説明

構成
システム設定を設定および構成し ます。 システム設定をすべてのレシピに適用し

ます。

校正 加圧力校正設定。

管理

サービスカウン ト

ユーザー I/O

情報 イベン ト ログおよびソ フ ト ウ ェ アの詳細。
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6.5.1 構成

構成カー ド を タ ッ プ し て、 構成画面に移動し ます。

サブ画面のタ イ ト ルは、 「システム」 の下に 「構成」 と表示されます。 また、 右側には 3 つのアイ コ ン
があ り ます。 これらのアイ コ ンは、 「デフ ォル ト に戻す」、 「戻る」、 「保存」 です。 

設定画面は、 「モデル」、 「アラームラ ッ チ」、 「ユニ ッ ト 」、 「言語」、 「電源」 の 5 つの部分で構成されて
います。 ユーザーは、 機械名入力ボ ッ ク スにモデル名を直接入力できます。 モデルはシステム情報画
面にも表示されます。 モデルのデフ ォル ト の文字列は 「 」 です。 

ア ラームラ ッ チ状況スイ ッ チは、 ア ラームポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウを制御するために使用し ます。 ア
ラームラ ッ チ状況スイ ッ チがオンになっている場合、 あらゆる種類のアラームが HMI にポ ッ プア ッ プ
ウ ィ ン ド ウで表示されます。 そ う でない場合、 AC および PC からのアラームは HMI にポ ッ プア ッ プ
ウ ィ ン ド ウで通知されますが、 SC からのアラームは通知されません。 

ユニ ッ ト 部分には、 メ ー ト ル法と イ ンペ リ アル単位のオプシ ョ ンがあ り ます。

言語の部分には、 「英語」、 「簡体中文」、 「日本語」、 「Deutsch」、 「Français」、 「Italiano」、 「Español」、
「한국인」 の 8 つの選択肢があ り ます。 

電源部分には、 1.25kW、 2.5kW、 4kW の 3 つのオプシ ョ ンがあ り ます。 

図 6.27 構成

コマン ド リ ス ト

周波数モデル 機械名を変更する

アラームラ ッ チ状況 ボタ ンを ク リ ッ ク し て機能を開きます

単位系 単位 「メ ー ト ル法と イ ンペ リ アル単位」 を選択し て く だ さい。

言語 必要に応じ て言語を選択し て く だ さい

パワーレベル 機械に応じ て電源を選択し て く だ さい
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6.5.2 校正

システムの校正は工場出荷時に設定されてお り、 システムの寿命を一貫し て維持されるはずです。 し
かし規制要件に準拠し て運転中は、 所定のスケジ ュールおよびブ ラ ン ソ ンの基準に従っ てセンサーを
校正し て く だ さ い。 システム校正に関する詳細情報は、 ブ ラ ン ソ ンのテ クニカルサポー ト にお問い合
わせ く だ さい。

6.5.3 サービスカウン ト

このページでは、 シ リ ンダー、 コ ンバータ、 ブース タの使用回数がカウン ト されます。 溶着を行 う た
びに、 カウン ト 数が 1 ずつ増加し ます。 ユーザーは使用制限を設定できます。 最大制限値は 100000 に

設定できます。 使用回数の上限に達する と、 ア ラームが作動し ます。 そ し て、 現在のサイ クルは中止
されます。 ユーザーが 「リ セ ッ ト 」 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 溶着機によ っ て記録された使用回数が
ク リ ア され、開始日が現在の日付にな り ます。溶着を行う たびに、ページ上のカウン タが更新されます。 

図 6.28 サービスカウン ト
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6.5.4 管理

管理画面には 3 つのセクシ ョ ンがあ り ます。 パスコー ド リ ス ト 、 権限チ ェ ッ クオプシ ョ ン、 日付およ

び時刻の設定。

• パスコー ド リ ス ト ： ユーザーは、 非表示ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 管理者および技術者のパスコー ド を表示または非表示にす

る こ とができます。 パスコー ド を変更するには、 パスコー ドの領域を ク リ ッ ク し、 キーボー ド を使用し て く だ さい。

• 権限チ ェ ッ クオプシ ョ ン ： ユーザーは、 権限チ ェ ッ クの設定を選択し て保存する こ とができます。

• 日付および時刻の設定 ： ユーザーは、 HMI で現在の日付と時刻を確認できます。 日付や時間を変更するには、 日付および時

刻エ リ アを ク リ ッ ク し て く だ さい。

6.5.4.1 権限チ ェ ッ ク  

管理画面には、 2 つのオプシ ョ ンを備えた権限チ ェ ッ ク機能が含まれています。 「無効」 と 「フル」。 デ

フ ォル ト では、 権限チ ェ ッ クは 「無効」 に設定されています。

機械の電源を入れる と、 権限設定を確認し ます。 「無効」 に設定する と、 機械は 「管理者」 ユーザーで
ログイ ン し、 HMI の右上隅に 「ユーザースイ ッ チ」 オプシ ョ ンは表示されません。 「フル」 に設定する

と、 機械は 「作業者」 ユーザーでログイ ン し、 HMI の右上隅に 「ユーザースイ ッ チ」 オプシ ョ ンは表

示されます。

ユーザーは、 管理画面で権限チ ェ ッ クの設定を変更できます。 「無効」 を選択し て保存する と、 「ユー
ザースイ ッ チ」 オプシ ョ ンが非表示にな り ます。 「フル」 を選択し て保存する と、 「ユーザースイ ッ チ」
オプシ ョ ンが表示されます。 権限チ ェ ッ クの設定を変更し て も、 現在のユーザーの役割には影響し ま
せん。

図 6.29 Change Password （パスワー ドの変更）
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6.5.5 ユーザー I/O
ユーザー I/O には 4 つの出力と 1 つの入力があ り、 これらは構成できません。 

入力 ： 24VDC 高アク テ ィ ブ。 出力は PNP 出力タ イプ と し ます。 非アク テ ィ ブ時は高イ ンピーダンス、

アク テ ィ ブ時は 24VDC 高とする必要があ り ます。 

4 つの出力は次のとお り です。 a. 一般アラーム b. 準備完了 c. 溶着開始 d. 外部ク ラ ンプ治具 1 つの入

力は次のとお り です。 e. 外部リ セ ッ ト ス ター ト ボタ ンが押されている間、 ホーンは作動し ません。

図 6.30 ユーザー I/O

出力 ： ユーザーは、 ボタ ンを ク リ ッ ク し て対応する出力信号をテス ト し て く だ さい。 

入力 ： 溶着機が入力信号を受信する と、 対応する イ ンジケータ ラ ンプが点灯し ます。 

HMI にこの画面が表示され、 ユーザーがス ター ト スイ ッ チを押し ても、 溶着機は動作せず、 溶着は行

われません。

名前 信号の 種類

一般アラーム 出力

レデ ィ 出力

外部ク ラ ンプ治具 出力

溶着オン 出力

外部リ セ ッ ト 入力
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6.5.6 システム情報

システム情報画面からシステムの現在の設定に関する情報を表示する こ とができます。この画面は、 ト
ラ ブルシューテ ィ ングヘルプでブ ラ ン ソ ンへ電話連絡する際に使用可能でなければな り ません。

ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プグレー ドは USB を使用し てこの画面から行う こ とができます。

図 6.31 システム情報

6.5.6.1 ソ フ ト ウ ェ アア ッ プグレー ド

S/W Upgrade （S/W ア ッ プグレー ド） ボタ ンを押し て、 フ ァームウ ェ アア ッ プロー ド画面を開きます。

新しいフ ァームウ ェ アフ ァ イルを見つけ、 ア ッ プロー ド するシステムフ ァ イルをブ ラウズし ます。

図 6.32 ソ フ ト ウ ェ アア ッ プグレー ド
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表 6.2 ソ フ ト ウ ェ アア ッ プグレー ドの説明

手順 アクシ ョ ン

1

現在の認証情報でログオン し ます。 システムボタ ンを押し て、 システムのメ イ ン イ ン ターフ ェースを表示し

ます。

2

ボタ ン情報を ク リ ッ ク し、 USB ド ラ イブを挿入し て 「USB を読み込む」 を ク リ ッ ク し ます。

注記

ア ッ プグレー ド フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト にご注意 く だ さい。

•SC ： IW_ASC_x.x.x.x.bin （IW の背面から  USB ド ラ イブを挿入し て く だ さい）

•HMI: W_HMI_x.x.x.x.tar （左カバーを開き、 USB ド ラ イブを HMI に挿入し て く だ さい）
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3

改訂内容を確認し、 「ア ッ プグレー ド」 を ク リ ッ ク し て く だ さい。

4

ア ッ プグレー ドの状況を確認し て く だ さい。 緑色のバーはア ッ プグレー ドの進行状況を示し ていま
す。

5

ア ッ プグレー ド に失敗し ま し た。
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6.5.7 データのエクスポー ト  
この機能は、 ポラ リ ス IW ではご利用いただけません。 この機能が必要な場合は、 ブ ラ ン ソ ンセールス

までお問い合わせいただき、 この機能を備えた当社の溶着機全製品ラ イ ンア ッ プをご覧 く だ さい。

6.5.8 接続性 
この機能は、 ポラ リ ス IW ではご利用いただけません。 この機能が必要な場合は、 ブ ラ ン ソ ンセールス

までお問い合わせいただき、 この機能を備えた当社の溶着機全製品ラ イ ンア ッ プをご覧 く だ さい。
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6.6 診断
診断には 3 枚のカー ドがあ り、 各カー ド を ク リ ッ クする と、 対応する診断ページに移動し ます。

図 6.33 診断

日付 説明

スキャ ン
ホーンのスキャ ン、 開始および停止周波数は固定され、 範囲はパワーサプ ラ イ周波数に依存し

ます。

テス ト 周波数、 メ モ リ、 電源をテス ト し て く だ さい。

アクチュエータ

セ ッ ト ア ッ プ
ホーンモー ド。 ク ラ ンプ力と ダウンスピー ド を確認し て く だ さい。
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6.6.1 ホーンスキャ ン

ホーンスキャ ン中は、 溶着に関連するその他の機能は一切使用し ないで く だ さい。

ホーンスキャ ン メ ニューを終了する と、 診断が中止され、 すべてのデータが破棄されます。

図 6.34 ホーンシグニチャグラ フ

6.6.2 テス ト

ユーザーは、 画面に表示されている振幅を使用し て、 [ テス ト 開始 ] ボタ ンを押し て超音波テス ト を開

始できます。 振幅は、 画面上の入力ボ ッ クスを ク リ ッ ク し て変更できます。

ユーザーがボタ ンを押し続けている間、 ボタ ンが離されるまで、 機械は超音波を発し続けます。 この
間、 出力バーグラ フにはリ アルタ イムの電力データが表示されます。

図 6.35 テス ト
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6.6.3 アクチュエータ セ ッ ト ア ッ プ

ユーザーは、 アクチュエータ設定画面でホーンダウンを実行できます。 ホーンダウン後、 絶対位置、 実
際の加圧力、速度が画面に表示されます。画面にはク ラ ンプの切り替えスイ ッ チがあ り ます。ユーザー
がこの ト グルをオンにする と、 ユーザーが 「戻る」 ボタ ンを ク リ ッ クするまで、 ホーンは工具または
部品に接触し たままにな り ます （注 ： この機能を使用するには、 補助ボ ッ ク スを追加する必要があ り
ます。 専門作業者のみ使用可能です）。 絶対位置は、 ULS からホーンが部品または工具に接触する位置

までの距離を示し ます。実際の加圧力は、 ホーンが部品または工具に接触し た後の力値を示し ます。速
度は、 ULS から部品接触までのホーンの平均ダウンスピー ド を示し ています。

図 6.36 Horn Down （ホーンダウン）

警告

ホーンおよびベース表面から手を離し ている こ と を確認し て く だ さい。
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章 7: Maintenance （保守）

7.1 メ ンテナンスについて考慮すべき一般事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 104
7.2 機器の定期清掃. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 105
7.3 定期および予防保守 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 106
7.4 ス タ ッ ク （コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーン） の再調整. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 107
7.5 付属品および予備部品 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 109



104 BU-4001363JA REV. 00

7.1 メ ンテナンスについて考慮すべき一般事項

注記

本システム内にはお客様が交換可能なコ ンポーネン ト はあ り ません。 修理については、 ブ ラ ン ソ ンの有資

格技術者にお任せ く だ さい。

注記

溶着機のメ ンテナンスを行う場合は、 他の自動システムが作動し ていないこ と を確認し て く だ さい。

警告

メ ンテナンス中は、 配線コー ドのプ ラグにロ ッ ク式プ ラグカバー LOTO （ロ ッ クアウ ト / タグアウ ト ） を

使用し て く だ さい。
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7.2 機器の定期清掃

7.2.1 外部カバー

外部カバーは、 中性洗剤と水の溶液に浸し たスポンジまたは布を使っ て掃除できます。 ユニ ッ ト に洗
浄液が入らないよ う に注意し て く だ さい。

多湿部分や外気に さ ら された鋼面に錆が付着し ないよ う に極薄い防錆油膜が必要になる場合があ り ま
す。

7.2.2 タ ッ チスク リーン

タ ッ チス ク リ ーンの清掃が必要な場合は、 水で薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい布で表面を傷付け
ないよ う に丁寧に拭き、 続いて乾いた柔らかい布で残った水分を拭き取り ます。 これらの部分の清掃
には溶剤またはアンモニアなどを絶対に使用し ないで く だ さい。

http://www.emerson.com/branson-terms-conditions
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7.3 定期および予防保守
以下の予防保全対策を実施する こ と で、 お手持ちのブ ラ ン ソ ン ポラ リ ス IW 機械を長期にわたって運

転し ていただけます。

7.3.1 部品の定期交換

特定部品の耐用年数は、 溶着サイ クル数、 あるいは運転時間に基づいて決められています。 表 7.1 サ
イ クル実行に基づ く コ ンポーネン ト の交換は、 部品の交換時期を表す平均サイ クル数を示し ます。 部
品交換時期を決定する参考に し て く だ さ い。 また、 運転時の周囲の環境温度も部品の耐用年数に影響
を与えます。 環境温度が高いほど、 部品交換までの時間とサイ クル数が少な く な り ます。 下表は装置
を 22 ～ 24°C （72 ～ 75°F） の環境下で運転し た と きを想定し た値です。

また空圧系統に使用される部品の耐用年数は、 供給される圧縮エアの質によ っ て影響を受けます。 す
べてのブ ラ ン ソ ン超音波溶着システムは清浄で乾燥し た圧縮エアが必要です。 供給される圧縮エアに
水分や油分が混入する と、 空圧系統の部品の耐用年数が短 く な り ます。 下表は、 本書で規定された要
求を満た し た圧縮エアが平均的に供給された場合を想定し た値です。

表 7.1 サイ クル実行に基づ く コ ンポーネン ト の交換

7.3.2 参考

• 1 分間 60 サイ クル、1 日 8 時間、週に 5 日間、年 50 週でシステムを運転し た場合、2000 時間で約 720 万サイ クルと な り ます。

• 同じ システムを 1 日 24 時間、 週に 5 日間、 50 週間運転し た場合、 6000 時間で 2,160 万サイ クルと な り ます。

• 1 日 24 時間、 年 365 日では、 8760 時間で 3,150 万サイ クルと な り ます。

予防保守で交換し た部品は、 通常の使用であっ て も摩耗、 劣化し ます。 これらの部品の交換は保証の
対象外と な り ます。

ｻｲｸﾙ実行 部品

1,000 万サイ クル
エアシ リ ンダ

油圧式シ ョ ッ クアブ ソーバ

2,000 万サイ クル ベースの両手押しボタ ン

4,000 万サイ クル

ソ レ ノ イ ドバルブ

圧力レギュ レータ

エアフ ィ ルタ

冷却バルブ

ロー ド セル 

エン コーダアセンブ リ

リ ニアスラ イ ド ベア リ ング （2" ス ト ローク以上）
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7.4 ス タ ッ ク （コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーン） の再調整

溶着システムのコ ンポーネン ト は、 コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーンのス タ ッ クの各当り面が平
坦で、 緊密な接触があ り、 フ レ ッ チング腐食が無い場合に最も効率的に作動し ます。 当り面同士がき
ちんと接触し ていない とパワー出力を無題に消耗し て し まい、 調整が困難にな っ て雑音と熱が多 く な
り、 コ ンバータの損傷につながる こ とがあ り ます。

20 kHz および 30 kHz 用の標準製品では、 基本的にホーン と ブース タ間、 およびホーン と コ ンバータ

間にはブ ラ ン ソ ンの Mylar ポリ エステルフ ィ ルムを挿入し ます。 ワ ッ シャが切れた り、 穴が開いた り

し た場合は直ちに新し い物と交換し て く だ さ い。 Mylar プ ラ スチ ッ ク フ ィ ルムワ ッ シ ャ を使用し たス

タ ッ クは、 三ヶ月ご とに点検し て く だ さい。

40 kHz の全機種と一部の 20 kHz および 30 kHz 機種では、 シ リ コーング リースをス タ ッ クに使用し て

いる場合は、 フ レ ッ チング腐食を防止するために定期再調整を実施し て く だ さ い。 シ リ コ ング リ ース
を使用し たス タ ッ クは、 腐食が生じ ていないか二週間ご と に点検し て く だ さ い。 特定のス タ ッ クにつ
いての経験値が得られたら、 点検の間隔を適宜長 く 、 または短 く 調整し ていただいても構いません。

7.4.1 ス タ ッ ク再調整手順

ス タ ッ クの各当り面を再調整するには、 以下のステ ッ プに従って く だ さい。

表 7.2 ス タ ッ ク再調整手順

注記

コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーンのス タ ッ クの各当り面を掃除する際、 絶対にバフ車を使用し た りや

すり で仕上げた り し ないで く だ さい。

手順 アクシ ョ ン

1 コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーンのス タ ッ クの各当り面を分解する際、 清潔な布かペーパータ

オルで拭き取って く だ さい。

2 すべての合わせ面を確認し ます。 合わせ面に腐食や硬 く 黒色の付着物がある場合は再調整し て く だ

さい。

3 必要に応じ てパーツからねじ付きス タ ッ ド を取り外し ます。

4
番手 #400 の （またはそれよ り細かい） 未使用の紙やすり を清潔で凹凸のない平面 （板ガラス状のも

のなど） にテープで貼り付けます。

5
紙やすりのやすり面の上に置きます。 スパナレンチの穴に親指をかけて部品の下の方をつかみ、

パーツを紙やすり上で直線状に往復させて研磨し ます。 この時、 紙やすりへ過度に押し付けないで

く だ さい。 部品の重量だけで十分な圧力がかかり ます。

6 紙やすり に対し て同じ角度になるよ う に、 数回部品を研磨し ます。

7 スパナレンチの穴に親指をかけて部品を 120 度回転させ、 ステ ッ プ 6 の手順を繰り返し ます。

8 次のスパナレンチの穴に向けても う一度 120 度部品を回転させ、 ステ ッ プ 6 の手順を繰り返し ます。

9
合わせ面を再確認し ます。 必要に応じ て、 汚染物質が取り除かれるまで、 ステ ッ プ 2 ～ 5 を繰り返

し ます。 このステ ッ プは、 アル ミ ニウム製のホーンまたはブース タ一つ当た り二～三回の回転を超

えて行わないほうがよい （チ タ ン製の部品ではその限り ではあ り ません） ので、 留意し て く だ さい。
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7.4.2 ス タ ッ クの ト ルク値

表 7.3 ス タ ッ クの ト ルク値

10

ねじ付きス タ ッ ド をアル ミ ニウム製のブース タ またはホーンに再挿入する前に、 以下を行って く だ

さい。

• やすり ブ ラシまたはワイヤブ ラシを使用し て、 アル ミ ニウム製ビ ッ ド をス タ ッ ドのギザギザのあ

る側から掃除。

• 清潔な布かタオルを使用し て、 ねじ穴を掃除。

• ス タ ッ ドのギザギザのある側を確認。 摩耗し ている場合はス タ ッ ド を交換。 ス タ ッ ド とねじ穴の

摩耗を確認。

注記

チ タ ン製ホーンまたはブース タ用にねじ付きス タ ッ ドは使用できません。 これらのコ ンポーネン ト

のス タ ッ ドはすべて交換し て く だ さい。

11 ス タ ッ クの組み立ておよび取り付け。

周波数 （ ト ルク用）

20kHz
25 N·m

220 in·lb

30 kHz
21 N·m

185 in·lb

40 kHz
11 N·m

95 in·lb
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7.5 付属品および予備部品
下の表は、 ポラ リ ス IW 用と し て提供される付属品および部品のリ ス ト です。

7.5.1 ポラ リ ス IW システム

表 7.4 ポラ リ ス IW システム 

7.5.2 コ ンバータ

表 7.5 コ ンバータ

名前 説明 EDP

IW-BT-CYL 80-20:1.25 ポラ リ ス IW 80D 1.25kW BU-1044498

IW-BT-CYL 80-20:2.5 ポラ リ ス IW 80D 2.5kW BU-1044499

IW-BT-CYL 80-20:4.0 ポラ リ ス IW 80D 4kW BU-1044500

IW-BT-CYL 63-20:1.25 ポラ リ ス IW 63D 1.25kW BU-1044501

IW-BT-CYL 63-20:2.5 ポラ リ ス IW 63D 2.5kW BU-1044504

IW-BT-CYL 63-20:4.0 ポラ リ ス IW 63D 4kW BU-1044503

IW-AT-CYL 80-20:1.25 ポラ リ ス IW 80D 1.25KW HUB BU-1043610

IW-AT-CYL 80-20:2.5 ポラ リ ス IW 80D 2.5KW HUB BU-1043611

IW-AT-CYL 80-20:4.0 ポラ リ ス IW 80D 4KW HUB BU-1043612

IW-AT-CYL 63-20:1.25 ポラ リ ス IW 63D 1.25KW HUB BU-1043613

IW-AT-CYL 63-20:2.5 ポラ リ ス IW 63D 2.5KW HUB BU-1043614

IW-AT-CYL 63-20:4.0 ポラ リ ス IW 63D 4KW HUB BU-1043615

説明 EDP

CJ20 101-135-059R
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7.5.3 ブース タ

表 7.6 ブース タ  - 20kHz

7.5.4 予備部品リ ス ト  - 一般

ブース タのタ イプ 説明 EDP

標準シ リーズ

1/2-20 入力 ； 1/20-20 
出力 20 kHz

アル ミ ニウム製、 1:0.6 ( パープル ) 101-149-055

アル ミ ニウム製、 1:1 （グ リーン ) 101-149-051

アル ミ ニウム製、 1:1.5 （ゴールド ) 101-149-052

アル ミ ニウム製、 1:2 （シルバー ) 101-149-053

チ タ ン製、 1:0.6 （パープル ) 101-149-060

チ タ ン製、 1:1 （グ リーン ) 101-149-056

チ タ ン製、 1:1.5 （ゴールド ) 101-149-057

チ タ ン製、 1:2 （シルバー ) 101-149-058

チ タ ン製、 1:2.5 （ブ ラ ッ ク ) 101-149-059

ソ リ ッ ド マウン ト

1/2-20 入力 ； 1/20-20 
出力 20 kHz

チ タ ン製、 1:0.6 （パープル ) 101-149-095

チ タ ン製、 1:1 （グ リーン ) 101-149-096

チ タ ン製、 1:1.5 （ゴールド ) 101-149-097

チ タ ン製、 1:2 （シルバー ) 101-149-098

チ タ ン製、 1:2.5 （ブ ラ ッ ク ) 101-149-099

説明 EDP 番号

Linear Encoder Assembly （リ ニアエン コーダアセン

ブ リ）
BU-1039487

ロー ド セルアセンブ リ BU-1039488

ベア リ ングスラ イ ド 100-003-080

スプ リ ングキャ リ ッ ジ EXT 100-095-139

CONV 20Khz CJ-20 アジア 101-135-059RA
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7.5.5 予備部品リ ス ト  - 空気圧

空気圧シス テムに関する詳細情報が必要な場合は、 図面を ご覧 く だ さ い。        BU-1041567、 レ イ ア

ウ ト 空気圧ポラ リ ス IW
表 7.7 空気圧システム予備部品リ ス ト

説明 EDP 番号

エアフ ィ ルタ DP 1016796

冷却バルブアセンブ リ BU-1038728

1 次ソ レ ノ イ ドバルブアセンブ リ 560-087-123

ダウンスピー ド制御 BU-1041249

フ ロー制御装置 1011071

レギュ レーター、 ARX20-02P SMC、 IW BU-1038198

シ リ ンダー直径 80mm BU-1041241

シ リ ンダー直径 63mm BU-1041242

圧力計 G46-P10-01M-C-X30 (SMC) 1013593
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図 7.1 レ イアウ ト 空気圧ポラ リ ス IW
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7.5.6  予備部品リ ス ト （電気）

電子シ ス テムに関する詳細情報が必要な場合は、 図面を ご覧 く だ さ い。             BU-1038769、 相互

監視コ ン ト ローラ

表 7.8 電気システム予備部品リ ス ト

説明 EDP 番号

サーキ ッ ト ブレーカー 25amp 250V 100-167-031

ASSY EMI フ ィ ルタ  20kHz BU-1039489

ASSY MDL ポラ リ ス IW 20KHZ 4.0KW BU-1041844

ASSY MDL ポラ リ ス IW 20KHZ 2.5KW BU-1041845

ASSY MDL ポラ リ ス IW 20KHZ 1.25KW BU-1041846

P/S 24VDC AC/DC 1020899

ASSY PCB ACE-IW 監視コ ン ト ローラ BU-1038772

スイ ッ チ、 光 （SHARP GP1A05A） 200-099-190R

フ ァ ン / ハーネス付き NWS 1007923

フ ァ ン 24VDC 92mm×92mm×25mm 100-126-015R

ASSY 配線コー ド 3G11AWG UL BU-1041661

CBL USB 90° 曲げ 1 ポー ト BU-1039484

CBL イーサネ ッ ト CAT5E BU-1039485

ASSY ハイ ト エン コーダ ACE-IW BU-1039487

ASSY ロー ド セル ACE-IW BU-1039488

KIT ASSY ハーネス電源 220VAC ACE-IW BU-1039479

KIT ASSY ハーネス電源 24VDC ACE-IW BU-1039480

KIT ASSY ハーネス IO およびセンサー ACE-IW BU-1039481

安全リ レー 440R-D23171 ロ ッ クウ ェル 1016716

安全リ レー 440R-N23114 ロ ッ クウ ェル 1016714

押しボタ ン丸型 1NO1NC ブ ラ ッ ク HW BU-1029061

非常停止スイ ッ チ 2NC BU-1044409

ASSY ハーネスベースポラ リ ス IW、 安全リ レー付き BU-1044412

ASSY ハーネス電源 24VDC 安全リ レー ポラ リ ス IW BU-1044413

安全リ レーへの ASSY ハーネス入力 ポラ リ ス IW BU-1044415

ASC ポラ リ ス IW への ASSY ハーネス安全リ レー BU-1044416

SV1 コネク タ用 ASSY ハーネス安全リ レー ポラ リ ス IW BU-1044417

BRKT 安全リ レー ポラ リ ス IW BU-1044426
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図 7.2 相互監督コ ン ト ローラ
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8.1 保証
保証については www.emerson.com/branson-terms-conditions にある利用規約の保証の部をご参照 く だ

さい。

www.emerson.com/branson-terms-conditions
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8.2 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法

私たちはあらゆる規模や分野の企業と組んで困難な課題の解決を図り ます。 お客様は、 その必要とす
る場所弊社の世界規模のリ ソースおよび比類なき専門技術にア クセスいただけます。 弊社で専門の訓
練を受けたブ ラ ン ソ ンの保守スペシャ リ ス ト が、 望ま し く ないダウン タ イムの可能性を最小化しつつ、
お客様のニーズを満た し、 生産性を最大化するお手伝いを致し ます。

8.2.1 北米および中南米

表 8.1 認定サービスセン ター （米州）

名前 住所 電話 /Fax 番号

カナダ

カナダ

Branson Ultrasonics.

66 Leek Crescent

Richmond Hill, ON L4B-1H1

電話 ： +1 905 762-3301
フ ァ ッ クス : +1 905-762-3317
www.emerson.com/branson

米国

本部

Branson Ultrasonics Corporation

120 Park Ridge Road

Brookfield, CT 06804

電話 ： +1 203-796-0400
FAX ： +1 203-796-0450
www.emerson.com/branson

カ リ フ ォルニア

Branson Ultrasonics Corporation

22693 Old Canal Road

Yorba Linda, CA 92887

電話 ： +1 714-637-1029
フ ァ ッ クス : +1 714-637-1046
www.emerson.com/branson

43272 Christy Street

Fremont, CA 94538
電話 ： +1 510-226-8210
www.emerson.com/branson

イ リ ノ イ

Branson Ultrasonics Corporation

145C Prairie Lake Road

East Dundee IL 60118

米国

電話 ： +1 847-229-0800
F: +1 847-229-0861
C ： +1 847-989-1564
www.emerson.com/branson
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8.2.2 欧州

ミ シガン

Branson Ultrasonics Corporation

23028 Commerce Dr

Farmington Hills MI 48335

米国

電話 ： +1 586-276-0150
F: +1 586-276-0160
www.emerson.com/branson

テキサス

Branson Ultrasonics Corporation

3200 Emerson Way

McKinney, TX 75070

米国

電話 ： +1 972-385-9673
www.emerson.com/branson

メ キシコ

ヌエボ ・ ラ レ ド

Branson de Mexico S.A. de C.V.

Carretera Nacional Km 8.5
Modulo Industrial America Lote #4
C.P.88277
Nuevo Laredo, Tamaulipas, Mexico

電話 ： +52 867-711-0810
F: +52 867-711-0811

モンテレ イ

Branson de Mexico S.A. de C.V.

Av.Norte 200
Parque Industrial Kalos
C.P.66600
Monterrey, Nuevo Leon, Mexico

電話 ： +52 81-1332-0261

表 8.1 認定サービスセン ター （米州）

名前 住所 電話 /Fax 番号

表 8.2 認定サービスセン ター （欧州）

名前 住所 電話 /Fax 番号

ド イ ツ

本部

Branson Ultraschall

Niederlassung der Emerson
Technologies GmbH & Co. OHG
Waldstrasse 53-55
63128 Dietzenbach, Germany

電話 ： +49 6074-497-0
フ ァ ッ クス : +49 6074-497-199
www.branson.eu

フ ラ ンス

ラ ンジス

Branson Ultrasons

Parc d’affaires Silic
1 Rue des Pyrénées, BP 90404
94573 Rungis Cedex, France

電話 ： +33 (0)1-4180-2550
FAX ： +33 (0)1-4687-8729
www.branson.eu

イ タ リ ア

ミ ラ ノ

Branson Ultrasuoni, S.r.l.

Via Dei Lavoratori, 25
20092 Cinisello Balsamo
Milano, Italy

電話 ： +39 02-660-8171
F: +39 02-660-10480
www.branson.eu

スロバキア

ノ ヴェー ・ ムニ ェ ス ト

Emerson a.s., division Branson

Piestanska 1202/44
91528 Nove Mesto Nad Vahom
Slovak Republic

電話 ： +421 32-7700-501
F: +421 32-7700-470

スペイ ン

バルセロナ

Branson Ultrasonidos S.A.E.

C/ Botánica, 131
08908 L´Hospitalet de Llobregat
Barcelona, Spain

電話 ： +34 93-586-0500
F: +34 93-588-2258
www.branson.eu

スイス



BU-4001363JA REV. 00 119

8.2.3 アジア / 太平洋

ジュネーブ

Branson Ultrasonic SA

9 Chemin du Faubourg-de-Cruseilles
CH-1227, Carouge
Geneve, Switzerland

電話 ： +41 22-304-83-40

英国

バークシャー

Branson Ultrasonics

158 Edinburgh Avenue
Slough, Berkshire
England 5L1 4UE

電話 ： +44 4753-756675
電話 ： +44 1753-756675
FAX ： +44 1753-551270
www.branson.eu

表 8.2 認定サービスセン ター （欧州）

名前 住所 電話 /Fax 番号

表 8.3 認定サービスセン ター （アジア / 太平洋）

名前 住所 電話 /Fax 番号

中国

本部

Branson Ultrasonics (Shanghai) Co. 
Ltd.
( 中国営業本部）

758 Rong Le Dong Road, Song Jiang
Shanghai, PRC, 201613

電話 ： +86 21-3781-9600
F: +86 21-5774-5100
www.branson-china.com

常州

Branson Ultrasonics

Room B1206, Hu Tang
World Trade Center
Wujin District, Changzhou, China

電話 ： +86 189-1753-8535

重慶

Branson Ultrasonics

Room 5-2403, No.333 Dong Hu South 
Road, Yu Bei District, Chongqing, 
China, 401120

電話 ： +86 23-6749-6660
F: +86 23-6749-6660

東莞

Branson Ultrasonics

Unit B, 4/F, Block 9, Ke Gu Industrial 
Park
No. 6 Zhong Nan Nan Road
Shang Sha She Qu, Chang An Town
Dongguan, Guangdong, China

電話 ： +86 769-8541-0736
F: +86 769-8541-0735

天津

Branson Ultrasonics (Shanghai) Co.,
Ltd. （天津営業所）

Room 103, 5 Gates, Block K2,
Haitai Green Industry Base
Northwest Side of Sanjing
Road and Erwei Road
Huayuan Industrial Zone, Tianjin
New Industrial Park, China

電話 ： +86 22-8763-0822
F: +86 22-8763-0822

イ ン ド

ナビムンバイ

Emerson Electric Company (India)
Pvt. Ltd. Div. Branson Ultrasonics

Plot A 145/6 , TTC Industrial Area
MIDC Kopar Khairne
Navi Mumbai - 400 710 | Maharashtra
India

電話 ： +91 022-6181-6700
電話 ： +91 022-6181-6701
F: +91 22-2768-9088

日本

福岡

日本エマソ ン株式会社 ブ ラ ン ソ ン事業

本部

（福岡営業所）

〒 812-0008 福岡県福岡市博多区東光

1-3-8
博多東 IR ビル 16 号室

電話 ： +81 92-473-8292
F: +81 92-473-8446
www.branson-jp.com
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神奈川

日本エマソ ン株式会社 ブ ラ ン ソ ン事業

本部

( 日本営業本部 )

〒 243-0021 神奈川県

厚木市岡田 4-3-14

電話 ： +81 46-228-2881
F: +81 46-288-8892
www.branson-jp.com

名古屋

日本エマソ ン株式会社 ブ ラ ン ソ ン事業

本部

（名古屋営業所）

〒 485-0826 愛知県

小牧市東田中
2100

電話 ： +81 568-41-5411
F: +81 568-41-5410
www.branson-jp.com

大阪

日本エマソ ン株式会社 ブ ラ ン ソ ン事業

本部

（大阪営業所）

〒 556-0016 大阪府大阪市浪速区元町

3-3-3

電話 ： +81 6-6636-7601
F: +81 6-6636-7602
www.branson-jp.com

埼玉

日本エマソ ン株式会社 ブ ラ ン ソ ン事業

本部

（浦和営業所）

2-18-7 Higashiurawa, Midori-ku, 
Saitama, Japan, 336-0926

電話 ： +81 48 638 1600
フ ァ ッ クス : +81 48 638 1601
www.branson-jp.com

マレーシア

クアラルンプール

Branson Ultrasonics Div. of
Emerson Elec (M) Sdn Bhd.

Clean: No. 11, Jalan TP5A
Taman Perindustian Sime UEP
47600 Subang Jaya, Selangor,
Malaysia

電話 ： +603 8081-3338
フ ァ ッ クス : +603 8081-5188

ペナン

Branson Ultrasonics
（ペナン営業所）

No. 1-3-35 Ideal Avenue, Jalan Tun
Dr. Awang
11900 Bayan Lepas, Penang, Malaysia

電話 ： +604 641-0276
F: +604 641-0273

シンガポール

シンガポール

Branson Ultrasonics Div. of
Emerson Electric (South Asia)
Pte. Ltd.

Blk 4008 Ang Mo Kio Avenue 10
#04-16, TECHPLACE I
Singapore 569625

電話 ： +65 6556-1100
F: +65 6455-8459
www.bransonultrasonics.com

韓国

軍浦

Branson Korea Co. Ltd.
82-20, Bongseong-ro, Gunpo-si
Gyeonggi-do, Korea 15850

電話 ： +82 31-422-0631
F: +82 31-422-9572

タ イ

バン コ ク

Emerson (Thailand) Ltd.

662/39-40 Rama 3 Road
Bangpongpang, Yannawa
Bangkok, Thailand, 10120

電話 ： +66 2-293-0121-7
FAX ： +66 2-293-0129
www.bransonultrasonics.com

ラ ヨ ーン

Branson Ultrasonics
100/59-60, Moo 8, Khao Khan Song
Sriracha, Chonburi 20110, Thailand

電話 ： +66 2-293-0121
F: +66 2-293-0129

表 8.3 認定サービスセン ター （アジア / 太平洋）

名前 住所 電話 /Fax 番号
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付録 A: アラーム

A.1 ソース PC のアラーム  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 122
A.2 ソース AC のアラーム  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 123
A.3 ソース SC のアラーム  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 124

HMI がアラーム情報を表示し た場合は、 リ ス ト から詳細情報をご確認 く だ さい。
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A.1 ソース PC のアラーム

アラーム ID 説明

0x63C Sonics Source Lost （ソニ ッ ク ソース喪失）

0x006 Temperature Overload （温度オーバーロー ド）

0x002 Current Overload （電流オーバーロー ド）

0x005 Voltage Overload （電圧オーバーロー ド）

0x004 Power Overload （出力オーバーロー ド）

0x003 Frequency Overload （周波数オーバーロー ド）

0x866 Seek Temperature Overload （シーク温度オーバーロー ド）

0x862 Seek Current Overload （シーク電流オーバーロー ド）

0x865 Seek Voltage Overload （シーク電圧オーバーロー ド）

0x864 Seek Power Overload （シーク出力オーバーロー ド）

0x863 Seek Frequency Overload （シーク周波数オーバーロー ド）

0x846 Test Temperature Overload （テス ト 温度オーバーロー ド）

0x842 Test Current Overload （テス ト 電流オーバーロー ド）

0x845 Test Voltage Overload （テス ト 電圧オーバーロー ド）

0x844 Test 　 Power Overload （テス ト 出力オーバーロー ド）

0x843 Test Frequency Overload （テス ト 周波数オーバーロー ド）
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A.2 ソース AC のアラーム

アラーム ID 説明

0x625 Horn Return Back Timeout （ホーン リ ターンバッ ク タ

イムアウ ト ）

0x604 ULS is not Active at Home Position （ULS はホームポジ

シ ョ ンで有効にならない）

0x609 Start Switch Lost （ス ター ト スイ ッ チ喪失）

0x628 Start Switch Timeout （ス ター ト スイ ッ チ タ イムアウ ト ）

0x41E Force Calibration Failure （加圧力校正故障）

0x401 Trigger Force Failure （ ト リ ガ加圧力故障）
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A.3 ソース SC のアラーム

アラーム ID 説明

0x609 Start Switch Lost （ス ター ト スイ ッ チ喪失）

0x71A Reach out Batch Size （バッ チサイズに到達）

0x703 Sonics Timeout （音波タ イムアウ ト ）

0x42B Weld Time Cutoff （溶着時間カ ッ ト オフ）

0x41F Collapse Distance Cutoff( コ ラ プス距離カ ッ ト オフ )

0x41C Absolute Distance Cutoff （絶対距離カ ッ ト オフ）

0x506 Weld Time is more than upper limit （溶着時間が上限を超過）

0x505 Weld Time is less than lower limit （溶着時間が下限未満）

0x50A Collapse Distance is more than upper limit （コ ラ プス距離が上限を超過）

0x509 Collapsedist Distance is less than lower limit （コ ラ プス距離が下限未満）

0x50C Absolutedist Distance is more than upper limit （絶対距離が上限を超過）

0x50B Absolutedist Distance is less than lower limit （絶対距離が下限未満）

0x580 シ リ ンダーカウン ト がサービスカウン ト の最大値に達し ま し た。

0x581 コ ンバータ カウン ト がサービスカウン ト の最大値に達し ま し た。

0x582 ブース タ カウン ト がサービスカウン ト の最大値に達し ま し た。

0x450 EEPROM システム構成エラー



BU-4001363JA REV. 00 125

付録 B: パスワー ド保護機能

B.1 3 段階パスワー ド保護  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 126

パスワー ド保護には 3 つのレベルがあ り ます。 作業者、 技術者、 管理者。
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B.1 3 段階パスワー ド保護

メ ニュー 機能 作業者 技術者 管理者

ヘ ッ ダー
通知を確認する √ √ √

ユーザー切り替え √ √ √

生産

アク テ ィ ブレシピの実行 √ √ √

アラームのリ セ ッ ト √ √ √

溶着に関する情報 √ √ √

レシピ

New Recipe （新しいレシピ） √ √

レシピ編集 √ √

レシピの削除 √ √

レシピのコ ピー √ √

サイ クルカウン ト を リ セ ッ ト し ます √ √ √

アク テ ィ ブに設定 √ √

バッ チ設定 √ √ √

システム

構成 √

校正 √ √

管理 √

サービスカウン ト √

ユーザー I/O √ √

情報 √ √ √

ソ フ ト ウ ェ アア ッ プグレー ド √

診断

スキャ ン √ √ √

テス ト √ √ √

アクチュエータ セ ッ ト ア ッ プ √ √ √
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付録 C: タ イ ミ ンググラ フ

C.1 状態タ イ ミ ンググラ フ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 128
C.2 アウ ト プ ッ ト タ イ ミ ンググラ フ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 131
C.3 エス ト ッ プ タ イ ミ ンググラ フ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 133
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C.1 状態タ イ ミ ンググラ フ

C.1.1 アラームな しの溶着サイ クル

ア ラームな しの溶着サイ クルでのシーケンスを以下に表し ます。 ア ラームが発生し た場合、 AlarmST
が実行され、 アラームのリ セ ッ ト を待ちます。

図 C.1 アラームな し、 ホールド時間な しの溶着サイ クル
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図 C.2 アラームな し、 ホールド時間あ りの溶着サイ クル
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C.1.2 アラームあ りの溶着サイ クル

溶着サイ クルでのシーケンスを以下に表し ます。 アラームが発生し た場合、 AlarmST が実行され、 ア

ラームのリ セ ッ ト を待ちます。

図 C.3 アラームあ りの溶着サイ クル
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C.2 アウ ト プ ッ ト タ イ ミ ンググラ フ

C.2.1 PB リ リースおよびアラーム

溶着によ り超音波が発生し ていない場合、 PB （1、 2） が放出され、 アラームが作動し ます。 機器を リ

セ ッ ト する と、 アラームは自動的に消え、 アラームを リ セ ッ ト する必要はあ り ません。

図 C.4 PB リ リースおよびアラーム
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C.2.2 PB リ リース、 ソニ ッ クオン、 アラーム

溶着によ り超音波が発生し始める と、 PB （1、 2） が放出され、 超音波が停止し、 アラームが作動し ま

す。 機器を リ セ ッ ト する と、 アラームは自動的に消え、 アラームを リ セ ッ ト する必要はあ り ません。

図 C.5 PB リ リース、 ソニ ッ クオン、 アラーム
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C.3 エス ト ッ プ タ イ ミ ンググラ フ

C.3.1 エス ト ッ プ入力およびレデ ィ 出力

エス ト ッ プ信号が変化し、 それに応じ てレデ ィ 信号も変化し ます。

図 C.6 エス ト ッ プ入力およびレデ ィ 出力
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[ 意図的に白紙のページ ]
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